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地
震
に
備
え
る

９
月
１
日
は「
防
災
の
日
」で
す

1 

家
具
類
の
転
倒・落
下
防
止

●
転
倒
防
止
金
具
な
ど
で
固
定
し
、倒
れ
に

く
く
す
る

●
サ
イ
ド
ボ
ー
ド
、食
器
戸
棚
、窓
な
ど
の
ガ

ラ
ス
が
飛
散
し
な
い
よ
う
に
、フ
ィ
ル
ム
を

貼
る
な
ど
の
対
策
を
す
る

●
本
棚
な
ど
は
、重
い
も
の
を
下
の
方
に
収
納

し
、重
心
を
低
く
す
る

●
棚
や
た
ん
す
な
ど
の
高
い
と
こ
ろ
に
危
険

な
物
を
載
せ
な
い

●
食
器
棚
の
ガ
ラ
ス
製
品
が
転
倒
し
た
り

滑
り
出
し
た
り
し
な
い
よ
う
防
止
枠
を

設
け
る

2 

非
常
用
品
を
備
え
て
お
く

●
非
常
時
持
ち
出
し
品

　
飲
料
水
、携
帯
ラ
ジ
オ
、衣
類
、履
物
、食
料

品
、マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
、貴
重
品
、懐
中
電

灯
、救
急
セ
ッ
ト
、筆
記
用
具
、雨
具（
防
寒

具
）、テ
ィッ
シ
ュ
な
ど
生
活
に
欠
か
せ
な
い

用
品

　※

非
常
時
持
ち
出
し
品
は
、両
手
が
使
え

　
る
リ
ュッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
に
ま
と
め
て
、

　
目
の
つ
き
や
す
い
所
に
置
い
て
お
き
ま

　
し
ょ
う
。

●
非
常
備
蓄
品（
約
３
日
分
の
備
蓄
品
）

飲
料
水（
１
人
１
日
当
た
り
３
ℓ
を
３
日

分
）、食
料（
ア
ル
フ
ァ
米
、乾
パ
ン
、レ
ト
ル

ト
食
品
、缶
詰
、イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
な

ど
）、生
活
用
品（
食
器
、コ
ッ
プ
、ド
ラ
イ

シ
ャ
ン
プ
ー
、簡
易
ト
イ
レ
）、救
出
用
機
材

（
の
こ
ぎ
り
、ジ
ャッ
キ
、バ
ー
ル
、ロ
ー
プ
） 

問
い
合
わ
せ
先
　
安
全
安
心
課
消
防
防
災
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
３

　
９
月
１
日
は
、１
９
２
３
年（
大
正
12

年
）に
関
東
大
震
災
が
発
生
し
た
日
で

す
。ま
た
、例
年
９
月
１
日
前
後
は
、台
風

の
襲
来
が
多
い
と
さ
れ
る
二
百
十
日
に

あ
た
る
た
め「
災
害
へ
の
備
え
を
怠
ら
な

い
よ
う
に
」と
戒
め
も
込
め
、１
９
６
０
年

（
昭
和
35
年
）に「
防
災
の
日
」が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
昨
年
４
月
は
、熊
本
県
で
震
度
７
の
地

震
が
２
度
も
発
生
し
、大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。こ
の
と
き
、市
で
も
震

度
４
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、平
成
17
年
３
月
20
日
に
は
、福

岡
県
西
方
沖
地
震
が
発
生
し
、市
で
も

多
数
の
負
傷
者
や
建
物
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

　
災
害
は
、い
つ
発
生
す
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。そ
の
た
め
に
も
、災
害
に
つ
い
て

の
認
識
を
深
め
、災
害
へ
の
備
え
を
怠
た

ら
ず
、日
頃
か
ら
家
族
や
地
域
で
災
害
か

ら
身
を
守
る
方
法
や
安
全
対
策
に
つ
い

て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

｜
地
震
へ
の
備
え

1

地震に備える

｜
地
震
が
発
生
し
た
と
き

2

｜
自
助
・
共
助
の
重
要
性

4

地
震
時
の
行
動

地
震
直
後
の
行
動

地
震
後
の
行
動

自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
守
る

3
｜

地震ハザードマップを家族の
皆さんで、もう一度確認して
おきましょう。

　
グ
ラ
ッ
と
き
た
ら
、テ
ー
ブ
ル
や
机
の
下
に

隠
れ
、揺
れ
が
収
ま
る
の
を
待
つ

●
火
を
使
っ
て
い
る
と
き
は
、揺
れ
が
収
ま
っ

て
か
ら
、慌
て
ず
に
火
の
始
末
を
す
る

●
出
火
し
た
と
き
は
、落
ち
着
い
て
消
火
す
る

●
屋
内
で
転
倒
、落
下
し
た
家
具
類
や
ガ
ラ
ス

の
破
片
な
ど
で
け
が
を
し
な
い
よ
う
注
意

す
る

●
揺
れ
が
収
ま
っ
た
と
き
に
、避
難
で
き
る
よ

う
出
口
を
確
保
す
る

●
瓦
、窓
ガ
ラ
ス
、看
板
な
ど
が
落
ち
て
く
る

こ
と
が
あ
る
の
で
、慌
て
て
外
に
飛
び
出
さ

な
い

●
屋
外
で
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、ブ
ロ
ッ
ク
塀
な

ど
に
近
寄
ら
な
い

●
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
正
し
い
情
報
を

収
集
す
る

●
我
が
家
の
安
全
を
確
認
後
、隣
近
所
の
人

の
安
否
確
認
す
る

●
倒
壊
家
屋
や
家
具
の
下
敷
き
に
な
っ
た
人

を
協
力
し
て
救
出・救
護
す
る

●
避
難
が
必
要
な
と
き
は
、電
気
ブ
レ
ー

カ
ー
を
切
り
、ガ
ス
の
元
栓
を
締
め
る

●
玄
関
の
内
側
に
行
き
先
を
記
し
た
メ
モ
を

貼
っ
て
お
く

●
原
則
徒
歩
で
避
難
す
る

　　
市
に
は
、全
35
地
区
の
自
治
会
そ
れ
ぞ
れ
に

自
主
防
災
組
織
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。自
主

防
災
組
織
と
は
、地
域
の
人
々
が
自
発
的
に

防
災
活
動
を
行
う
組
織
の
こ
と
で
す
。災
害
時

に
は
、個
人
の
力
や
公
的
機
関
で
は
対
応
し
き

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
力
を
発
揮

す
る
の
が「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、自
分
た
ち

で
守
る
」と
い
う
理
念
の
下
に
結
成
さ
れ
た
自

主
防
災
組
織
で
す
。

　
積
極
的
に
地
区
の
自
主
防
災
組
織
の
活
動

に
参
加
し
、「
地
域
防
災
力
」を
向
上
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

　
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
、消
防
署
や
市
役
所

な
ど
の
公
的
機
関
も
被
害
を
受
け
、市
民
の
皆

さ
ん
を
避
難
さ
せ
た
り
助
け
た
り
す
る
な
ど

の
公
的
な
支
援
が
素
早
く
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
過
去
の
災
害
に
お
い
て「
自
助・共
助・公

助
」の
重
要
性
の
割
合
は「
７（
自
助
）対
２（
共

助
）対
１（
公
助
）」と
言
わ
れ
て
お
り
、災
害
発

生
直
後
か
ら
数
日
間
は「
自
分
の
身
は
自
分
で

守
る（
自
助
）」と「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分

た
ち
で
守
る（
共
助
）」が
重
要
と
な
り
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
主
な
活
動
は
、

平
常
時
に
は
、

●
防
災
知
識
の
普
及・啓
発

●
地
域
内
の
安
全
点
検

●
防
災
資
機
材
の
整
備

●
防
災
訓
練
の
実
施

災
害
時
に
は
、

●
情
報
の
収
集・伝
達

●
初
期
消
火
活
動

●
避
難
誘
導

●
救
出
活
動

●
医
療
救
護
活
動

●
避
難
所
の
運
営

●
給
食・給
水
活
動

な
ど
で
す
。

　
自
主
防
災
組
織
の
活
動
を
支
援
す
る
た

め
、市
で
は
防
災
対
策
指
導
員
の
派
遣
を
行

い
、防
災
に
対
す
る
技
術
や
知
識
の
普
及
、指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地震
ハザードマップ
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自
主
防
災
組
織
の
活
動
を
支
援
す
る
た

め
、市
で
は
防
災
対
策
指
導
員
の
派
遣
を
行

い
、防
災
に
対
す
る
技
術
や
知
識
の
普
及
、指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地震
ハザードマップ
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地震に備える

　
震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
に
、住
宅

の
耐
震
改
修
工
事
費
の
一
部
を
助
成
す
る
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
住
宅（
次
の
全
て
に
該
当
）

▽
市
内
に
存
在
す
る
２
階
建
て
以
下
の
木
造

戸
建
て
住
宅
で
あ
る

▽
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
ま
た
は

工
事
着
工
し
た
も
の
で
あ
る

▽
耐
震
診
断
の
結
果
、上
部
構
造
評
点
が
１・

０
未
満
で
あ
る

▽
本
制
度
に
よ
る
補
助
金
の
交
付
を
過
去
に

受
け
て
い
な
い

▽
居
住
者
ま
た
は
居
住
予
定
者
が
い
る

▽
耐
震
改
修
工
事
に
よ
り
建
築
基
準
法
お
よ

び
関
係
法
令
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
と

な
る
も
の
で
な
い

▽
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
な
ど
が
居
住
し
て
い
る

対
象
者（
次
の
全
て
に
該
当
）

▽
こ
の
補
助
金
の
交
付
を
過
去
に
受
け
た
こ

と
が
な
い

▽
本
市
の
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

▽
暴
力
団
関
係
者
で
な
い

補
助
金
額
　
耐
震
改
修
工
事
費
の
25
％（
上

限
30
万
円
）、耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
設
置

費
の
23
％（
上
限
15
万
円
）

平
成
29
年
度
募
集
件
数
　
耐
震
改
修
工
事・

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
設
置
あ
わ
せ
て
10

件
程
度（
申
込
先
着
順
）

平
成
29
年
度
申
請
期
限
　
平
成
30
年
２
月
23

日（
実
績
報
告
の
提
出
締
切
日
：
平
成
30

年
3
月
9
日
）

※

申
請
は
、工
事
前
の
み
可
能
で
す
。

注
意
事
項

▽
申
請
前
に
事
前
相
談
が
必
要（
耐
震
診
断
、

工
期
、対
象
要
件
な
ど
）

▽
既
に
耐
震
改
修
工
事
に
着
工
し
て
い
る
場

合
は
補
助
の
対
象
に
な
ら
な
い

▽
補
助
対
象
工
事
は
、建
物
全
体
ま
た
は
１
階

部
分
の
上
部
構
造
評
点
が
1・0
以
上
に
な

る
よ
う
補
強
す
る
工
事
及
び
こ
れ
に
伴
う

耐
震
設
計（
工
事
監
理
を
含
む
）

▽
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
な
ど
を
同
時
に
行
う
場

合
、耐
震
改
修
工
事
部
分
以
外
は
補
助
対

象
外

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
　
都
市
計
画
課
計
画

担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
３

　　
建
築
士
な
ど
の
専
門
家
を
自
宅
に
派
遣

し
、住
宅
の
耐
震
性
能
に
つ
い
て
診
断
お
よ
び

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。費
用
は
３
０
０
０

円
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
福
岡
市
耐
震
推
進
協
議
会

☎（
７
２
４
）７
７
４
４

F（
７
３
９
）６
３
８
０

交
付
制
度
に
つ
い
て

耐
震
診
断
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
制
度

.

　
介
護
予
防
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
対
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
付
け
、貯
め
た
ポ
イ
ン

ト
で
市
の
指
定
す
る
施
設
の
利
用
券
と
交
換

が
で
き
る
制
度
で
す
。

対
象
に
な
る
人

 
介
護
予
防
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
携

わ
る
40
歳
以
上
の
市
民
で
す
。

※

原
則
、市
が
実
施
す
る
所
定
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
の
受
講
が
必
要
で
す
。

対
象
に
な
る
活
動

　
市
の
実
施
す
る
一
般
介
護
予
防
事
業
に
お

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
対
象
で
す
。主
な

活
動
場
所
は
、い
き
い
き
プ
ラ
ザ
や
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
ナ
ギ
の
木
苑
で
す
。

　
な
お
、一
部
の
地
区
公
民
館
に
お
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動（
ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン

な
ど
）も
対
象
に
な
り
ま
す
。

《 

活
動
例 

》

●
教
室
の
運
営
補
助（
会
場
準
備・実
技
の
サ

ポ
ー
ト・話
し
相
手
な
ど
）

●
簡
単
な
運
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
指
導

　
専
用
の
手
帳
に
、ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
い
き

ま
す
。

　
１
回（
お
お
む
ね
１
時
間
以
上
）の
活
動
に

対
し
、１
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
ま
す
。

　
１
日
当
た
り
上
限
２
ポ
イ
ン
ト
ま
で
貯
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
数
に
応
じ
、施
設
利
用
券

と
交
換
し
ま
す
。５
ポ
イ
ン
ト（
＝
５
０
０
円

分
）ご
と
に
交
換
可
能
で
す
。

　
た
だ
し
、各
年
度
50
ポ
イ
ン
ト（
＝
５
０
０
０

円
分
）が
交
換
の
上
限
で
す
。

　
ポ
イ
ン
ト
の
交
換
時
期
は
各
年
度
末（
３
月

末
）、施
設
利
用
券
の
有
効
期
限
は
１
年
間
で
す
。

　
交
換
し
た
施
設
利
用
券
は
、総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室・フ
ィッ
ト
ネ
ス・

温
水
プ
ー
ル
の
み
）、い
き
い
き
ル
ー
ム
、老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
ナ
ギ
の
木
苑
の
施
設
利
用
料

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

　
現
在
の
春
日
市
の
高
齢
化
率（
全
人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上
の
人
の
割
合
）は
、2
0
·5
5
％（
平
成
29

年
７
月
末
現
在
）。実
に
5
人
に
1
人
が
高
齢
者
で
す
。

　
こ
の
高
齢
社
会
に
お
い
て
は
、現
役
世
代
の
み
な
ら
ず
高
齢
者
も「
支
え
る
側
」と
な
っ
て
活
躍
し
、高

齢
者
同
士
ま
た
は
地
域
で
支
え
合
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
市
は
、高
齢
者
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
大
切
な「
人
財
」と
し
て
支
援
す
る
た
め
、10
月
1
日
か
ら

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
開
始
し
ま
す
。

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ポ
イ
ン
ト
制
度

10月開始

問
い
合
わ
せ
先
　
高
齢
課
高
齢
者
支
援

　
担
当

☎（
5
8
4
）1
1
1
1
㈹

F（
5
8
4
）3
0
9
0

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ポ
イ
ン
ト
制
度
と
は

ポ
イ
ン
ト
の
獲
得
方
法

ポ
イ
ン
ト
の
交
換

利
用
で
き
る
施
設

活
動
を
始
め
る
に
は

▲専用手帳イメージ

▲総合スポーツセンター

▲いきいきルーム

1
高齢者の介護予防に
関する事業で、

ボランティア活動をする

2

ポイントＧＥＴ！

3
施設利用券へ交換・
運動施設などの利用

4
ボランティア本人も

元気に！

ポイント制度の流れ

地
域
を
守
る
消
防
団

　
普
段
は
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、火
災

を
は
じ
め
と
す
る
災
害
か
ら
地
域
を
守

る
存
在
の
消
防
団
。災
害
現
場
で
の
活

動
は
も
ち
ろ
ん
、予
防
活
動
に
お
い
て

も
地
域
の
安
心
と
安
全
を
守
り
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
人
、地
域
の
た
め
に
何
か
で
き

る
こ
と
を
探
し
て
い
る
人
な
ど
を
市
消

防
団
は
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
に
興
味
の
あ
る
人
は
、男
女

を
問
わ
ず
気
軽
に
安
全
安
心
課
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

画像

　
高
齢
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ゲット

木
造
戸
建
て
住
宅
耐
震
改
修
補
助
金
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地震に備える

　
震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
に
、住
宅

の
耐
震
改
修
工
事
費
の
一
部
を
助
成
す
る
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
住
宅（
次
の
全
て
に
該
当
）

▽
市
内
に
存
在
す
る
２
階
建
て
以
下
の
木
造

戸
建
て
住
宅
で
あ
る

▽
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
ま
た
は

工
事
着
工
し
た
も
の
で
あ
る

▽
耐
震
診
断
の
結
果
、上
部
構
造
評
点
が
１・

０
未
満
で
あ
る

▽
本
制
度
に
よ
る
補
助
金
の
交
付
を
過
去
に

受
け
て
い
な
い

▽
居
住
者
ま
た
は
居
住
予
定
者
が
い
る

▽
耐
震
改
修
工
事
に
よ
り
建
築
基
準
法
お
よ

び
関
係
法
令
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
と

な
る
も
の
で
な
い

▽
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
な
ど
が
居
住
し
て
い
る

対
象
者（
次
の
全
て
に
該
当
）

▽
こ
の
補
助
金
の
交
付
を
過
去
に
受
け
た
こ

と
が
な
い

▽
本
市
の
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

▽
暴
力
団
関
係
者
で
な
い

補
助
金
額
　
耐
震
改
修
工
事
費
の
25
％（
上

限
30
万
円
）、耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
設
置

費
の
23
％（
上
限
15
万
円
）

平
成
29
年
度
募
集
件
数
　
耐
震
改
修
工
事・

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
設
置
あ
わ
せ
て
10

件
程
度（
申
込
先
着
順
）

平
成
29
年
度
申
請
期
限
　
平
成
30
年
２
月
23

日（
実
績
報
告
の
提
出
締
切
日
：
平
成
30

年
3
月
9
日
）

※

申
請
は
、工
事
前
の
み
可
能
で
す
。

注
意
事
項

▽
申
請
前
に
事
前
相
談
が
必
要（
耐
震
診
断
、

工
期
、対
象
要
件
な
ど
）

▽
既
に
耐
震
改
修
工
事
に
着
工
し
て
い
る
場

合
は
補
助
の
対
象
に
な
ら
な
い

▽
補
助
対
象
工
事
は
、建
物
全
体
ま
た
は
１
階

部
分
の
上
部
構
造
評
点
が
1・0
以
上
に
な

る
よ
う
補
強
す
る
工
事
及
び
こ
れ
に
伴
う

耐
震
設
計（
工
事
監
理
を
含
む
）

▽
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
な
ど
を
同
時
に
行
う
場

合
、耐
震
改
修
工
事
部
分
以
外
は
補
助
対

象
外

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
　
都
市
計
画
課
計
画

担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
３

　　
建
築
士
な
ど
の
専
門
家
を
自
宅
に
派
遣

し
、住
宅
の
耐
震
性
能
に
つ
い
て
診
断
お
よ
び

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。費
用
は
３
０
０
０

円
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
福
岡
市
耐
震
推
進
協
議
会

☎（
７
２
４
）７
７
４
４

F（
７
３
９
）６
３
８
０

交
付
制
度
に
つ
い
て

耐
震
診
断
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
制
度

.

　
介
護
予
防
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
対
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
付
け
、貯
め
た
ポ
イ
ン

ト
で
市
の
指
定
す
る
施
設
の
利
用
券
と
交
換

が
で
き
る
制
度
で
す
。

対
象
に
な
る
人

 
介
護
予
防
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
携

わ
る
40
歳
以
上
の
市
民
で
す
。

※

原
則
、市
が
実
施
す
る
所
定
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
の
受
講
が
必
要
で
す
。

対
象
に
な
る
活
動

　
市
の
実
施
す
る
一
般
介
護
予
防
事
業
に
お

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
対
象
で
す
。主
な

活
動
場
所
は
、い
き
い
き
プ
ラ
ザ
や
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
ナ
ギ
の
木
苑
で
す
。

　
な
お
、一
部
の
地
区
公
民
館
に
お
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動（
ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン

な
ど
）も
対
象
に
な
り
ま
す
。

《 

活
動
例 

》

●
教
室
の
運
営
補
助（
会
場
準
備・実
技
の
サ

ポ
ー
ト・話
し
相
手
な
ど
）

●
簡
単
な
運
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
指
導

　
専
用
の
手
帳
に
、ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
い
き

ま
す
。

　
１
回（
お
お
む
ね
１
時
間
以
上
）の
活
動
に

対
し
、１
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
ま
す
。

　
１
日
当
た
り
上
限
２
ポ
イ
ン
ト
ま
で
貯
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
数
に
応
じ
、施
設
利
用
券

と
交
換
し
ま
す
。５
ポ
イ
ン
ト（
＝
５
０
０
円

分
）ご
と
に
交
換
可
能
で
す
。

　
た
だ
し
、各
年
度
50
ポ
イ
ン
ト（
＝
５
０
０
０

円
分
）が
交
換
の
上
限
で
す
。

　
ポ
イ
ン
ト
の
交
換
時
期
は
各
年
度
末（
３
月

末
）、施
設
利
用
券
の
有
効
期
限
は
１
年
間
で
す
。

　
交
換
し
た
施
設
利
用
券
は
、総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室・フ
ィッ
ト
ネ
ス・

温
水
プ
ー
ル
の
み
）、い
き
い
き
ル
ー
ム
、老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
ナ
ギ
の
木
苑
の
施
設
利
用
料

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

　
現
在
の
春
日
市
の
高
齢
化
率（
全
人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上
の
人
の
割
合
）は
、2
0
·5
5
％（
平
成
29

年
７
月
末
現
在
）。実
に
5
人
に
1
人
が
高
齢
者
で
す
。

　
こ
の
高
齢
社
会
に
お
い
て
は
、現
役
世
代
の
み
な
ら
ず
高
齢
者
も「
支
え
る
側
」と
な
っ
て
活
躍
し
、高

齢
者
同
士
ま
た
は
地
域
で
支
え
合
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
市
は
、高
齢
者
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
大
切
な「
人
財
」と
し
て
支
援
す
る
た
め
、10
月
1
日
か
ら

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
開
始
し
ま
す
。

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ポ
イ
ン
ト
制
度

10月開始

問
い
合
わ
せ
先
　
高
齢
課
高
齢
者
支
援

　
担
当

☎（
5
8
4
）1
1
1
1
㈹

F（
5
8
4
）3
0
9
0

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ポ
イ
ン
ト
制
度
と
は

ポ
イ
ン
ト
の
獲
得
方
法

ポ
イ
ン
ト
の
交
換

利
用
で
き
る
施
設

活
動
を
始
め
る
に
は

▲専用手帳イメージ

▲総合スポーツセンター

▲いきいきルーム

1
高齢者の介護予防に
関する事業で、

ボランティア活動をする

2

ポイントＧＥＴ！

3
施設利用券へ交換・
運動施設などの利用

4
ボランティア本人も

元気に！

ポイント制度の流れ

地
域
を
守
る
消
防
団

　
普
段
は
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、火
災

を
は
じ
め
と
す
る
災
害
か
ら
地
域
を
守

る
存
在
の
消
防
団
。災
害
現
場
で
の
活

動
は
も
ち
ろ
ん
、予
防
活
動
に
お
い
て

も
地
域
の
安
心
と
安
全
を
守
り
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
人
、地
域
の
た
め
に
何
か
で
き

る
こ
と
を
探
し
て
い
る
人
な
ど
を
市
消

防
団
は
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
に
興
味
の
あ
る
人
は
、男
女

を
問
わ
ず
気
軽
に
安
全
安
心
課
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

画像

　
高
齢
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ゲット

木
造
戸
建
て
住
宅
耐
震
改
修
補
助
金
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●
奴
国
の
青
銅
器
生
産

　
弥
生
時
代
の
春
日
市
か
ら
福
岡
市
一
帯
に

か
け
て
は
、中
国
の
歴
史
書
に
記
さ
れ
た「
奴

国
」と
い
う
ク
ニ
が
あ
り
、春
日
市
は
そ
の
中

心
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
一
帯
か
ら
は
、日
本
で
も
当
時
の
最
先

端
技
術
で
あ
っ
た
青
銅
器
生
産
に
関
す
る
遺

物
が
非
常
に
多
く
出
土
し
て
い
ま
す
。し
か

し
、奴
国
で
の
青
銅
器
生
産
の
開
始
時
期
は
よ

く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
平
成
26
年
に
行
わ
れ
た
須
玖
タ
カ
ウ
タ
遺

跡
の
調
査
で
は
、弥
生
時
代
中
期
前
半（
２
１

５
０
年
前
頃
）の
竪
穴
建
物
跡
な
ど
か
ら
青

銅
器
の
鋳
型
が
多
く
出
土
し
、奴
国
で
は
弥

生
時
代
中
期
前
半
か
ら
青
銅
器
生
産
が
始

ま
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

●
多
鈕
鏡
の
鋳
型
が
国
内
初
出
土

　
須
玖
タ
カ
ウ
タ
遺
跡
か
ら
は
青
銅
器
を
作

る
た
め
の
石
製
と
土
製
の
鋳
型
が
複
数
出
土

し
ま
し
た
。こ
の
う
ち
、石
製
鋳
型
の
材
料
は

朝
鮮
半
島
産
の
可
能
性
が
あ
る
滑
石
で
す
。

　
石
製
鋳
型
は
矛
、剣
、小
銅
鐸
、鏡
な
ど
た

く
さ
ん
あ
り
、剣
の
鋳
型
に
は
、他
に
例
の
な

い
刃
か
ら
持
ち
手
の
部
分
ま
で
一
度
に
作
り

出
せ
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、日
本

で
初
め
て
出
土
し
た
多
鈕
鏡
の
鋳
型
で
す
。多

鈕
鏡
と
は
、鏡
面
の
裏
に
ひ
も
を
通
す
穴
が
開

け
ら
れ
た
つ
ま
み
を
２
つ
以
上
持
つ
鏡
で
す
。

文
様
が
粗
い
特
徴
か
ら
、朝
鮮
半
島
製
の「
多

紐
細
文
鏡
」を
模
し
て
国
内
で
造
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

●
土
製
鋳
型
も
出
土

　
九
州
で
は
土
製
鋳
型
は
ほ
と
ん
ど
出
土
が

な
く
、２
例
目
の
発
見
に
な
り
ま
し
た
。鋳
型

の
種
類
は
矛（
ま
た
は
剣
）、戈
な
ど
が
あ
り
、

一
対
に
な
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、把
頭

飾（
銅
剣
の
持
ち
手
の
飾
り
）鋳
型
の
可
能
性

が
あ
る
鋳
型
も
出
土
し
ま
し
た
。

　
把
頭
飾
は
左
図
の
よ
う
に
複
雑
な
形
を
し

て
い
る
た
め
、鋳
型
は
、蝋
で
原
型
を
作
り
、そ

の
外
側
に
鋳
物
土
を
付
け
て
造
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。出
土
し
た
鋳
型

は
大
変
小
さ
な
破
片
で
あ
る
た
め
断
定
は
で

き
ま
せ
ん
が
、朝
鮮
半
島
で
も
見
つ
か
っ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、鋳
造
技
術
史
か
ら
も
非
常
に

貴
重
な
資
料
と
言
え
ま
す
。

　
今
回
の
発
掘
成
果
に
よ
り
、本
格
的
な
青

銅
器
生
産
が
い
ち
早
く
春
日
の
地
で
始
ま
り
、

そ
し
て
こ
の
青
銅
器
生
産
に
よ
る
富
の
蓄
積

が
奴
国
の
繁
栄
を
支
え
る
要
因
と
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

企 画 展

平成29年度考古企画展

須玖タカウタ遺跡発掘調査成果展
９月16日（土）～10月29日（日）
※休館日　9月19日（火）、10月17日（火）

銅矛、銅剣、銅戈、小銅鐸、鏡などの多種に渡る鋳型。これらの一級品を全て一堂に展示します。

会館時間 午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）

会　　場 奴国の丘歴史資料館特別展示室

土製鋳型
初公開！！入館

無料

○
奴
国
に
お
け
る
青
銅
器
の
生
産
と
須
玖
タ

カ
ウ
タ
遺
跡
の
意
義

　日
時
　
9
月
30
日
㈯
　
午
後
2
時
〜
4
時

　講
師
　
柳
田
康
雄
さ
ん（
国
学
院
大
学
客

　
　
員
教
授
）

○
鋳
造
技
術
か
ら
み
る
須
玖
タ
カ
ウ
タ
遺
跡

　日
時
　
10
月
7
日
㈯
　
午
後
2
時
〜
4
時

　講
師
　
遠
藤
喜
代
志
さ
ん（
鋳
金
家
）

会
場
　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
　
研
修
室

定
員
　
各
回
70
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法
　
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、開
催
　

　
日
の
１
カ
月
前
以
降
に
、名
前
、連
絡
先
　

　
を
伝
え
る

申
込・問
い
合
わ
せ
先
　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料

館
☎（
5
0
1
）1
1
4
4

F（
5
7
3
）1
0
7
7

弥
生
の
里
か
す
が

奴
国
の
丘
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
7

考
古
企
画
展
関
連
講
演
会

　
今
年
も
奴
国
の
丘
で
、体
験
広
場
や
奴
国
ラ

リ
ー
な
ど
、見
て
、聞
い
て
、学
べ
る
、楽
し
い
フ
ェ

ス
タ
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
平
松
愛

理
さ
ん
や
、オ
カ
リ
ナ
奏
者
の
和
田
名
保
子
さ
ん

の
コ
ン
サ
ー
ト
、米
す
く
い
大
会
な
ど
親
子
で
楽

し
め
る
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

　
入
場
は
無
料
で
す
。詳
し
く
は
、9
月
15
日
号

の
折
込
チ
ラ
シ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
9
月
23
日
㈯・㈷

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場
所
　
奴
国
の
丘
歴
史
公
園
、奴
国
の
丘
歴
史

　
資
料
館

問
い
合
わ
せ
先
　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

☎（
5
0
1
）1
1
4
4

F（
5
7
3
）1
0
7
7

柳田 康雄さん

考古学者。弥生時代～古墳時代の研究
者で、青銅器・ガラス製品に関する論文
も多数執筆。弥生文化の解明におい
て、遺跡と出土品を実証的に研究。遺
跡や遺物の詳細な観察と研究から、弥
生時代に土製鋳型で造られた青銅器
があることを論じ、須玖タカウタ遺跡の
発掘成果は、これらの論を実証するも
のである。

講師紹介

遠藤 喜代志さん

茶の湯釜の名品として名高い芦屋釜の
復興に尽力し、約400年前に途絶えた
芦屋釜の技術を復元。弥生時代の青銅
器鋳造技術に関する研究も行い、把頭
飾や各種青銅器を復元し、材料や技法
の解明を行う。今回、須玖タカウタ遺跡
から出土した銅戈の土製鋳型の再現実
験を行い、春日市内の土でも土製鋳型
の製作が可能であることを証明した。

◆◇◆ 古代史を塗り替える発見 ◆◇◆

須玖タカウタ遺跡
須玖南で発掘調査が行われた「須玖タカウタ遺跡」からは、弥生時代の貴重な青銅器の鋳型が多数発見されました。

その中でも、当時の技術力の高さを証明する希少性の高い鋳型について紹介します。

▲再現実験で完成した銅戈
▲一対となる銅戈の土製鋳型。この鋳型をもとに再現実験も行った。

▲把頭飾の模式図（上）と
把頭飾鋳型の可能性が
ある土製鋳型（下）

▲平松愛理さん

▲日本で初めて出土した多鈕鏡の石製鋳型。粗い文様の特徴がみられる。

ほ
こ

た
ち
ゅ
う
き
ょ
う

か
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せ
き

ど
う
た
く

な 

こ
く

か
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う
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う

し
ょ
く

や
な
ぎ 
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や
す  

お

え
ん 

ど
う  
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よ    

し
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つ  

え

り
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お   

こ
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●
奴
国
の
青
銅
器
生
産

　
弥
生
時
代
の
春
日
市
か
ら
福
岡
市
一
帯
に

か
け
て
は
、中
国
の
歴
史
書
に
記
さ
れ
た「
奴

国
」と
い
う
ク
ニ
が
あ
り
、春
日
市
は
そ
の
中

心
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
一
帯
か
ら
は
、日
本
で
も
当
時
の
最
先

端
技
術
で
あ
っ
た
青
銅
器
生
産
に
関
す
る
遺

物
が
非
常
に
多
く
出
土
し
て
い
ま
す
。し
か

し
、奴
国
で
の
青
銅
器
生
産
の
開
始
時
期
は
よ

く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
平
成
26
年
に
行
わ
れ
た
須
玖
タ
カ
ウ
タ
遺

跡
の
調
査
で
は
、弥
生
時
代
中
期
前
半（
２
１

５
０
年
前
頃
）の
竪
穴
建
物
跡
な
ど
か
ら
青

銅
器
の
鋳
型
が
多
く
出
土
し
、奴
国
で
は
弥

生
時
代
中
期
前
半
か
ら
青
銅
器
生
産
が
始

ま
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

●
多
鈕
鏡
の
鋳
型
が
国
内
初
出
土

　
須
玖
タ
カ
ウ
タ
遺
跡
か
ら
は
青
銅
器
を
作

る
た
め
の
石
製
と
土
製
の
鋳
型
が
複
数
出
土

し
ま
し
た
。こ
の
う
ち
、石
製
鋳
型
の
材
料
は

朝
鮮
半
島
産
の
可
能
性
が
あ
る
滑
石
で
す
。

　
石
製
鋳
型
は
矛
、剣
、小
銅
鐸
、鏡
な
ど
た

く
さ
ん
あ
り
、剣
の
鋳
型
に
は
、他
に
例
の
な

い
刃
か
ら
持
ち
手
の
部
分
ま
で
一
度
に
作
り

出
せ
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、日
本

で
初
め
て
出
土
し
た
多
鈕
鏡
の
鋳
型
で
す
。多

鈕
鏡
と
は
、鏡
面
の
裏
に
ひ
も
を
通
す
穴
が
開

け
ら
れ
た
つ
ま
み
を
２
つ
以
上
持
つ
鏡
で
す
。

文
様
が
粗
い
特
徴
か
ら
、朝
鮮
半
島
製
の「
多

紐
細
文
鏡
」を
模
し
て
国
内
で
造
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

●
土
製
鋳
型
も
出
土

　
九
州
で
は
土
製
鋳
型
は
ほ
と
ん
ど
出
土
が

な
く
、２
例
目
の
発
見
に
な
り
ま
し
た
。鋳
型

の
種
類
は
矛（
ま
た
は
剣
）、戈
な
ど
が
あ
り
、

一
対
に
な
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、把
頭

飾（
銅
剣
の
持
ち
手
の
飾
り
）鋳
型
の
可
能
性

が
あ
る
鋳
型
も
出
土
し
ま
し
た
。

　
把
頭
飾
は
左
図
の
よ
う
に
複
雑
な
形
を
し

て
い
る
た
め
、鋳
型
は
、蝋
で
原
型
を
作
り
、そ

の
外
側
に
鋳
物
土
を
付
け
て
造
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。出
土
し
た
鋳
型

は
大
変
小
さ
な
破
片
で
あ
る
た
め
断
定
は
で

き
ま
せ
ん
が
、朝
鮮
半
島
で
も
見
つ
か
っ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、鋳
造
技
術
史
か
ら
も
非
常
に

貴
重
な
資
料
と
言
え
ま
す
。

　
今
回
の
発
掘
成
果
に
よ
り
、本
格
的
な
青

銅
器
生
産
が
い
ち
早
く
春
日
の
地
で
始
ま
り
、

そ
し
て
こ
の
青
銅
器
生
産
に
よ
る
富
の
蓄
積

が
奴
国
の
繁
栄
を
支
え
る
要
因
と
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

企 画 展

平成29年度考古企画展

須玖タカウタ遺跡発掘調査成果展
９月16日（土）～10月29日（日）
※休館日　9月19日（火）、10月17日（火）

銅矛、銅剣、銅戈、小銅鐸、鏡などの多種に渡る鋳型。これらの一級品を全て一堂に展示します。

会館時間 午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）

会　　場 奴国の丘歴史資料館特別展示室

土製鋳型
初公開！！入館

無料

○
奴
国
に
お
け
る
青
銅
器
の
生
産
と
須
玖
タ

カ
ウ
タ
遺
跡
の
意
義

　日
時
　
9
月
30
日
㈯
　
午
後
2
時
〜
4
時

　講
師
　
柳
田
康
雄
さ
ん（
国
学
院
大
学
客

　
　
員
教
授
）

○
鋳
造
技
術
か
ら
み
る
須
玖
タ
カ
ウ
タ
遺
跡

　日
時
　
10
月
7
日
㈯
　
午
後
2
時
〜
4
時

　講
師
　
遠
藤
喜
代
志
さ
ん（
鋳
金
家
）

会
場
　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
　
研
修
室

定
員
　
各
回
70
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法
　
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、開
催
　

　
日
の
１
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験
広
場
や
奴
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ー
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て
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べ
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し
い
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ェ

ス
タ
を
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い
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。

　
ま
た
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ラ
イ
タ
ー
の
平
松
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理
さ
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カ
リ
ナ
奏
者
の
和
田
名
保
子
さ
ん

の
コ
ン
サ
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ト
、米
す
く
い
大
会
な
ど
親
子
で
楽

し
め
る
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

　
入
場
は
無
料
で
す
。詳
し
く
は
、9
月
15
日
号

の
折
込
チ
ラ
シ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
9
月
23
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㈯・㈷

　
午
前
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時
〜
午
後
3
時

場
所
　
奴
国
の
丘
歴
史
公
園
、奴
国
の
丘
歴
史
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史
資
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館
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0
7
7

柳田 康雄さん

考古学者。弥生時代～古墳時代の研究
者で、青銅器・ガラス製品に関する論文
も多数執筆。弥生文化の解明におい
て、遺跡と出土品を実証的に研究。遺
跡や遺物の詳細な観察と研究から、弥
生時代に土製鋳型で造られた青銅器
があることを論じ、須玖タカウタ遺跡の
発掘成果は、これらの論を実証するも
のである。

講師紹介

遠藤 喜代志さん

茶の湯釜の名品として名高い芦屋釜の
復興に尽力し、約400年前に途絶えた
芦屋釜の技術を復元。弥生時代の青銅
器鋳造技術に関する研究も行い、把頭
飾や各種青銅器を復元し、材料や技法
の解明を行う。今回、須玖タカウタ遺跡
から出土した銅戈の土製鋳型の再現実
験を行い、春日市内の土でも土製鋳型
の製作が可能であることを証明した。

◆◇◆ 古代史を塗り替える発見 ◆◇◆

須玖タカウタ遺跡
須玖南で発掘調査が行われた「須玖タカウタ遺跡」からは、弥生時代の貴重な青銅器の鋳型が多数発見されました。

その中でも、当時の技術力の高さを証明する希少性の高い鋳型について紹介します。

▲再現実験で完成した銅戈
▲一対となる銅戈の土製鋳型。この鋳型をもとに再現実験も行った。

▲把頭飾の模式図（上）と
把頭飾鋳型の可能性が
ある土製鋳型（下）

▲平松愛理さん

▲日本で初めて出土した多鈕鏡の石製鋳型。粗い文様の特徴がみられる。
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問い合わせ先  健康スポーツ課健康増進担当
☎️（501）1134　F（501）0051

限りある命を大切に
9月10日〜16日は自殺予防週間

　現在、国内で年間2万人以上の人が自ら死を選んで
いると言われています。
　残された家族だけでなく、交流のあった多くの人た
ちの悲しみはいかほどであったでしょう。悲しい体験の
後で、人によっては、精神的不安定や無力感、不眠な
どの症状が現れることがあります。その医療的なケア
に長い時間が必要な場合も出てきます。
　命は重く大切なものです。どんなに辛いこと、悲し
いことがあっても、決して粗末にしてはいけないもので
す。
　自殺の理由はさまざまですが、うつなどの心の病気、
社会・経済的な問題などが、自殺のきっかけになりや
すいとも言われています。
　私たちの尊い命を守るために、次の４つのポイントを
心掛けてみませんか。

○気づき
　周囲の人の心のサインに早めに気付いて、声を掛
けてみましょう。
　自分自身の心のサインに気付いたときはゆっくりと
休養し、回復するまで、重大な決断は後に延ばしましょ
う。

サインの例
▷ ネガティブな発言が増えた
▷ 落ち込みがちでため息が多い
▷ 夜眠れていない、眠りが浅い
▷ 食べない、または食べ過ぎる

○傾聴
　自分の考えを押し付けず、ゆっくりと話を聴きましょ
う。　
　本人を責めたり、安易に励ましたり、相手の考え
を否定することは避けましょう。

○つなぎ
　相談窓口の紹介を行ったり、病院の受診を勧めた
りするなど、早めに専門家につなげるよう支援を行
いましょう。

○見守り
　ゆっくり休養できる環境をつくり、焦らず温かく寄
り添いながら見守りましょう。

相談窓口
▷ 精神保健福祉センター　☎（582）7500
▷ ふくおか自殺予防ホットライン　☎（592）0783
▷ 福岡いのちの電話　☎（741）4343
▷ 生活困窮者自立相談支援窓口　☎（707）1169
▷ 春日市子ども・子育て相談センター（対象は18歳未

満）　☎（584）1015

問い合わせ先  高齢課高齢者支援担当
☎️（584）1111㈹　F（584）3090

80歳、90歳、100歳以上が対象
市から高齢者祝金・祝品を贈呈

 問い合わせ先  ナギの木苑
☎️（595）0513（F兼用）

　ナギの木苑は通常、祝日は休館日としています
が、敬老の日は開館します。
　当日は、ステージで、カラオケや踊りを楽しめ、
午後はボランティア団体の演芸もあります
※施設利用には、利用料が必要です。

開館時間　午前9時〜午後7時
※浴場利用は、午前10時〜午後6時30分です。

　９月中旬から順次、贈呈を開始します。
※今年度から、対象と贈呈内容を変更します。
対象・贈呈内容
▷ 80歳（昭和12年4月1日〜昭和13年3月31日生

まれ）および90歳（昭和2年4月1日〜昭和3年3月
31日生まれ）の人：5,000円

　※各自治会を通じて贈呈します。
▷ 100歳（大正6年4月1日〜大正7年3月31日生ま

れ）の人：1万円
▷ 101歳以上（大正6年3月31日以前生まれ）の人：

祝品
　※100歳以上の人は、市が贈呈します。

9月18日㈪・㈷は開館します
老人福祉センターナギの木苑

08市報かすが ｜ 平成29年9月1日



問い合わせ先  環境課ごみ減量担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1147

無許可でのごみの回収行為は犯罪です
ごみの無許可回収業者に注意

　「不用品を回収します」と呼び掛けながら、家庭から
出る粗大ごみなどを回収する業者がいますが、これら
の業者は、一般廃棄物処理業の許可を得ていない無許
可業者です。利用しないようにしましょう。

なぜ利用してはいけないのでしょうか
　家庭ごみは産業廃棄物処理業や古物商の許可だけで
は回収できません。一般廃棄物処理業の許可が必要で
す。
　違法に回収している無許可業者にごみを引き渡すと、
価値のない回収品を不法投棄したり、有害物質が含ま
れる家電を不適切に処理したりするなど、環境破壊や
火災などを誘発する恐れがあります。
　また、悪徳な営業を行う業者もおり、市内でも、チ
ラシを見て回収を依頼したところ、思いがけない高額
請求をされるトラブルが発生しています。
正しいごみの処分方法
　粗大ごみや多量のごみは、市の許可業者を利用して、
次の方法で処分しましょう。
○粗大ごみとして出す場合

　1回につき3点まで出すことができ、事前の予約が
必要です。毎月20日（土・日曜日、祝休日の場合は
前営業日）の午後4時までに、地区ごとの担当収集業
者に電話してください。

○多量のごみを出す場合
　多量のごみの収集運搬を、地区ごとの担当業者に
依頼することができます。通常のごみ出しと同じよう
に指定袋や粗大ごみシールを使って出してください。
臨時の収集運搬料金が別途必要ですので、まずは業
者に問い合わせてください。

　▷ 共栄資源管理センター　☎（592）2502
　　担当地区　泉、一の谷、大土居（大字下白水を含

む）、春日（5・6・8〜10丁目）、上白水、下白水北、
下白水南、白水池、白水ヶ丘、須玖北、須玖南、
惣利、塚原台、天神山、昇町、平田台、松ヶ丘（星
見ヶ丘を含む）、紅葉ヶ丘

　▷ クリーン春日　☎（５８２）１０１８
　　担当地区　春日公園、春日原、春日原南、桜ヶ丘、

サン・ビオ、宝町、千歳町、光町（原町３丁目を
含む）、日の出町、大和町

　▷ 春日環清　☎（５９２）３４５５
　　担当地区　大谷、岡本、春日（１〜４・７丁目、原町１・

２丁目）、小倉、小倉東（伯玄町を含む）、ちくし
台、弥生、若葉台西、若葉台東

○ごみ処理施設に持ち込む場合
　｢燃えるごみ｣と｢燃えないごみ｣を、それぞれの処
理施設に自分の車両で搬入することができます。
※手数料が、いずれの施設も10kgごとに140円か

かります。
　▷ 燃えるごみ（要予約）
　　予約・持込日時　月〜土曜日

　　午前８時30分〜午後４時
　　予約先　自己搬入ごみ事前受付センター

　　☎（４３３）８２３４
　　持込先　クリーン・エネ・パーク南部（下白水104

‐５）
　▷ 燃えないごみ（予約不要）
　　持込日時　月〜金曜日（祝休日を除く）、第３日曜

日の午前８時30分〜11時30分、午後１時〜４時
　　持込先　春日大野城リサイクルプラザ（春日公園６

‐２）

無
料
回
収

無料で～す
お気軽に～

許可業者
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9月10日は下水道の日
下水道について知っていますか

　家庭や店舗、工場などからの排水（汚水）をそのまま
河川や水路に流すと、悪臭や虫が発生したり、伝染病
が広がったりする恐れがあります。そのため、汚水管
を整備し、処理場（御笠川浄化センター）に汚水を流入
させ、福岡市、春日市、大野城市、筑紫野市、太宰府市、
那珂川町の共同で、衛生的に処理しています。
　また、川の水があふれたり、家屋が浸水したりする
被害を防ぐために、雨水を速やかに排除する雨水管の
整備も行っています。これらの汚水管と雨水管を併せ
て、下水道と呼びます。
　下水道使用料は、下水道の維持補修や下水の浄化な
どに必要な経費を、利用者の皆さんに負担してもらう
ものです。汚水量に応じて、「使用料金表」のとおり、２
カ月ごとに請求します。
　水道水のみを利用している人は、水道水を使った量
が汚水量となり、春日那珂川水道企業団の水道料金と
併せて同企業団から請求されます。
　井戸水のみを利用している人で、メーターを設置し
ている場合は、その計測水量で算定し、メーターを設
置していない場合は、居住者数で汚水量を算定します。
　水道水と井戸水を併用利用している人は、水道水と
井戸の使用水量の合計が汚水量となります。この場合
の居住者数によって算定される井戸の汚水量は、２分の
１となります。
　井戸水の利用がある場合は、直接市から請求します。
　現在、井戸を利用している人でまだ届け出を行って
いない人や、長期入院や施設入所、進学などで居住者
数に変更があったり、利用を停止したりした場合は、下
水道課まで連絡してください。
　また、新しく井戸の利用を開始する場合も、下水道
課まで連絡してください。

井戸の居住者数での算定（１期（２カ月）当たり）
▷１人世帯　　　20㎥
▷２人世帯　　　32㎥
▷３人世帯　　　40㎥
▷４人以上世帯　48㎥
※上水道利用者の世帯人数ごとの使用水量を参考にし

ています。

※１  基本使用料は、汚水量が0㎥の場合も掛かります。
※２  汚水量に応じて単価が変わります。
※金額は算出後、10円未満を切り捨てます。
○下水道使用料計算の例（48㎥使用した場合）
　内訳
　▷（１〜20㎥）20㎥× 58.32円＝1,166.4円
　▷（21〜40㎥）20㎥×177.12円＝3,542.4円
　▷（41〜60㎥） 8㎥×210.60円＝1,684.8円
　基本使用料　　1,512円
　合計　　　　7,905.6円
　使用料　　　　7,900円（10円未満は切り捨て）

問い合わせ先

▶下水道課庶務担当
☎（584）1111㈹　F（584）1143

使
用
料
金
表（
２
カ
月
分
・
税
込
）

基本使用料（※1） 1,512円

汚水量 料金／㎥

従量
使用料
（※2）

  1～ 20㎥   58円32銭 

21～ 40㎥ 177円12銭 

41～ 60㎥ 210円60銭 

61～ 80㎥ 220円32銭 

81～ 100㎥ 267円84銭 

101～ 200㎥ 279円72銭 

201～ 1,000㎥ 332円64銭 

1,001㎥以上 345円60銭 
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　春日市長等政治倫理条例に基づき市長、副市長
および教育長から提出された資産等報告書を、春
日市長等政治倫理審査会が審査しました。
　同審査会がまとめた審査結果報告書は、市役所
で閲覧することができます。
閲覧開始日　９月１日㈮
閲覧場所　総務課総務担当（市役所2階）

 問い合わせ先  総務課総務担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1142

資産等報告書
審査結果を公開

岡本地区自治会
仮移転先　岡本１丁目115-2（坂口ビル２号）　
仮移転期間　９月１日㈮〜平成30年３月下旬

　先の大戦における戦没者および一般戦災死没者
を追悼するとともに、世界の恒久平和を祈念する
ため、市戦没者追悼式（献花方式）を行います。
※遺族には案内を送付していますので、届いてい

ない場合は連絡してください。
※手話通訳が必要な人は、９月５日㈫までに連絡

してください。
日時　９月15日㈮
　午前11時〜正午（受付：午前10時〜）
場所　ふれあい文化センター旧館サンホール

問い合わせ先  
☎️（571）4161（F兼用）※移転前と同じです。

問い合わせ先  福祉支援課地域福祉担当
☎️（581）1111（代）　F（584）3090

岡本地区公民館改修工事
自治会の事務室を一時移転します

戦没者、一般戦災死没者の追悼
春日市戦没者追悼式

問い合わせ先  学校教育課学校教育担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1153

各小学校で授業参観
小学校外国語活動オープン・スクール

　市は、全ての小学校で１〜６年生の外国語活動（英語）
を実施しています。

　市の外国語活動の取り組みを広く知ってもらうため、
各小学校で外国語活動のオープン・スクール（授業参
観）を実施します。
　誰でも参観することができます。　
※上履きを持ってきてください。

平成２９年度春日市小学校外国語活動オープン・スクール日程

学校 開催日 開始時間 学年 駐車場

天神山小学校 9月1日㈮ 午後2時25分 6年 無

春日原小学校 9月6日㈬ 午後1時10分 3年 無

春日東小学校 9月30日㈯ 午前9時35分 3年 無

日の出小学校 10月26日㈭ 午後2時20分 1年 有

春日北小学校 10月28日㈯ 午前10時50分 2年 無

春日野小学校 11月13日㈪ 午後2時15分 6年 有

学校 開催日 開始時間 学年 駐車場

白水小学校 11月22日㈬ 午後1時35分 1年 有

春日西小学校 11月29日㈬ 午後2時45分 4年 無

春日南小学校 12月6日㈬ 午後2時30分 5年 無

春日小学校 12月8日㈮ 午後2時 2年 有

須玖小学校 12月15日㈮ 午後3時5分 4年 有

大谷小学校 平成30年1月18日㈭ 午後2時40分 5年 有
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応募・問い合わせ先  高齢課指定指導担当
〒815–8501 原町3–1–5

☎️（584）1111㈹　F（584）3090

応募・問い合わせ先  子育て支援課母子保健担当
〒816–0851 昇町1–120

☎️（584）1015　F（501）0051

子どもの笑顔に包まれて働きませんか
春日市公・私立保育園（所）・幼稚園合同就職説明会開催

　市内の認可保育園（所）全12園（開園予定を含む）お
よび幼稚園5園がそれぞれブースを設け、各園の特色
や保育方針、仕事内容などを分かりやすく説明します。
※事前申し込みは不要です。普段着で参加してくださ

い。
※フルタイム勤務に加え、短時間勤務（１日４時間程度

勤務、週3日程度）の勤務もあります。
※園によっては、栄養士なども若干名募集します。

対象　保育士資格、幼稚園教諭免許を有する人

日時　9月30日㈯　
　午後1時30分〜４時（開場：午後1時〜）
※開催時間内は、出入り自由です。
場所　市役所２階大会議室
※市民駐車場を利用できますが、台数に限りがありま

す。　
参加保育園　昇町保育所、春日原保育所、須玖保育所、

大和保育所、岡本保育所、春日白水保育園、春日
中央保育園、若竹保育園、あいあい保育園、まみぃ
保育園、春日やよい保育園、（仮）春日どろんこ保育
園

参加幼稚園　泉ヶ丘幼稚園、春日小鳩幼稚園、森の木
幼稚園、くすの木幼稚園、もみの木幼稚園

問い合わせ先  こども未来課保育担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1115

　介護保険事業者の指定や指導に関する事務、介
護保険サービス給付適正化に関する事務、その他
関連事務などを行います。
対象　介護支援専門員の資格と普通自動車運転免

許（ＡＴ限定可）を有し、パソコンの操作（ワードに
よる文書の作成、エクセルによる表作成）ができ
る人

任用期間　10月１日㈰〜平成30年３月31日㈯（更
新の場合あり）

勤務日数　週５日（月〜金曜日）
勤務時間　午前８時30分〜午後４時45分（途中45

分の休憩あり）
勤務場所　高齢課（市役所１階）
賃金　月額20万2700円（有給休暇・社会保険・交

通費制度あり、賞与なし）
募集人員　１人
選考方法　面接、パソコン操作（日程は後日連絡）
応募方法　９月12日㈫（必着）までに、履歴書と介

護支援専門員証の写しを提出する（郵送可）

募集します
介護支援専門員（嘱託）

　母子保健に関する業務を行う保健師（嘱託）を募
集します。
対象　保健師資格を有する人
任用期間　10月20日㈮〜平成30年３月31日㈯
勤務日数　週５日（月〜金曜日）
勤務時間　午前８時45分〜午後５時のうち７時間

30分（途中45分の休憩あり）
勤務場所　いきいきプラザ
賃金　月額20万2,700円（有給休暇・社会保険・

交通費制度あり、賞与なし）
募集人員　１人
選考方法　書類審査・面接
応募方法　9月15日㈮（必着）までに、履歴書と保

健師資格証の写しを提出する（郵送可）

募集します
保健師（嘱託）
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傍聴しませんか
市議会９月定例会

　９月に開催する議会の日程をお知らせします。

日程・内容
▷ １日㈮：本会議（議案の上程、提案理由の説明）
▷ ５日㈫：本会議（議案質疑、委員会付託など）、

決算審査特別委員会（議案審査）
▷ ６日㈬：決算審査特別委員会（議案審査）
▷ ７日㈭・８日㈮・11日㈪：各常任委員会（議案審査）
▷ 13日㈬･14日㈭：本会議（一般質問）
　※ケーブルテレビで放送予定です。
▷ 15日㈮・19日㈫：決算審査特別委員会（議案審査）
▷ 20日㈬：各常任委員会（議案採決）
▷ 21日㈭：決算審査特別委員会（議案採決）
▷ 25日㈪：本会議（委員長報告、質疑、討論、採決）
※日程は都合により、変更になることがあります。

問い合わせ先  議事課議事担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1146

 問い合わせ先  総合スポーツセンター体育館
☎️（571）3234　F（585）1634

　サブアリーナ内で、バドミントン、卓球、ニュー
スポーツなど好きな種目で自由に遊ぶことができ
ます。
※混雑時は利用時間を制限する場合があります。

対象　高校生以下
※小学２年生以下は保護者の同伴が必要です。
日時　９月10日㈰
　午前11時〜午後４時
持ってくるもの　屋内シューズ、動きやすい服装
※用具（ボールなど）は持参してください。
※危険な物は持ち込めません。
申込方法　当日、同体育館フロントで受け付けを

する

総合スポーツセンター
サブアリーナを無料開放

第43回春日市走ろう大会
「ラン（子ども）＆ウォーク」参加者募集

対象　次に該当する人
▷ 健康状態に問題がない
▷ ウォーキング以外の種目は、市在住か、市内に通学、

または市の社会教育関係団体などに所属する
日時　11月26日㈰
　午前８時30分〜（受付：午前８時〜）
場所　白水大池公園
※ウォーキングは周辺コースです。
種目　
▷ マラソン（大会当日の年齢が５歳以上の人）：４００ｍ
▷ マラソン（小学１〜３年生）：１km　

▷ マラソン（小学４〜６年生）：2.2km
▷ 駅伝（小学生）：６区
▷ ウォーキング：10km
▷ ウォーキング：４ｋｍ
※ウォーキング参加者は小学生以上です。ただし、小　

学生は保護者と一緒に参加してください。
申込方法　９月１日㈮〜10月15日㈰（必着）に、参加申

込書を同協会事務室窓口に直接提出するか、郵送す
る（ファックス不可）

※窓口は、月曜日、祝日は休みです。
※申込用紙は、総合スポーツセンター体育館（１階受付、

２階市体育協会事務局）、温水プール、北スポーツ
センター、市役所市民課、いきいきプラザ、白水大
池公園管理棟、ふれあい文化センターに置いていま
す。

※申込書は、市体育協会ウェブサイト（http://kasuga-
taikyo.com/）からも入手できます。

申込・問い合わせ先  一般社団法人春日市体育協会
〒816‐0831 大谷６‐28（総合スポーツセンター２階）
☎（574）9131

 kasuga.taikyo@gmail.com
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楽しい思い出がたくさん

夏祭り2017
　７月29日〜８月12日に各地区で夏祭りが
行われました。数地区合同の開催や、伝統行
事と合わせて行われた夏祭りなど、地区それ
ぞれの形がありましたが、どの夏祭りも老若
男女が集い、大いににぎわいました。
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高校生と地域が共同制作

商店街のシャッターアート
　７月９日、春日原東町朝市商店街で、シャッターアー
トの制作が行われました。
　これは、春日原東町朝市商店会が商店街に気軽に
足を運んでもらう「キッカケ」をつくろうと、春日市の

「地域の元気な商店街づくり事業補助金」を活用し、
企画したものです。
　筑陽学園高校デザイン科の生徒たちがデザイン、
下絵、色塗りを手がけました。当日は、春日原小学
校の児童や井

いのうえ
上市長も参加し、高校生に教わりなが

ら、みんなで楽しく色塗りを行いました。
　参加者やシャッターアートを見た人からは、「商店街
が明るくなった」、「とてもいい取り組みだと思うので、
ぜひ続けてほしい」との声も。
　このシャッターアートは、自分が絵の中に入ったよ
うな写真を撮影することができます。これを機に、ぜ
ひ商店街にでかけてみませんか。

政治とまちづくりの関わりについて学ぶ

春日をみつめよう学級
人の話を聞くことがテーマ

書籍「聞き上手のひみつ」贈呈式
　仕事や働くことをテーマとした本を子どもたちへ
届ける活動を行っている、キャリア教育出版社から、
全市立中学校の２年生へ1400部の書籍が寄贈さ
れました。７月19日、代表の立

たていし
石聖

しょうこ
子さんが市役

所を訪れ、贈呈式が行われました。
　立石さんは「市内19の企業や店舗に協力しても
らいました。この取り組みで、子どもたちの読書
力の向上につながって欲しい」と熱い思いを語りま
した。

　７月21日、ふれあい文化センターで「春日をみつ
めよう学級」が行われ、10人の学級生が、西鉄連
続立体交差事業や春日原駅周辺整備事業について
学習しました。
　同学級は、身の回りの問題がいかに「まちの政治」
と関わりを持っているかについて学んでいます。興
味がある人は、春日市選挙管理委員会事務局まで
問い合わせてください。

▲左から教育長、市長、立石さん▲熱心に学ぶ学級生たち

▲色塗りに真剣な子どもたち

▲絵の中に入ったような写真が撮れる?!
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夏の思い出作ったよ

那珂川町で交流事業

筑紫地区建設コンサルタンツ協会

須玖保育所へ物置を寄贈

水は大切な資源

水キャンペーン街頭啓発

自作ロボットでロボカップ出場

中学生チームが世界大会に挑戦

　７月28日、グリーンピアなかがわでグリーンパー
トナー交流会が行われました。この事業は、自然
に触れ合い、森林の働きや役割を学び、山村と都会
の子どもたちが交流することを目的としています。
　春日市からは、80人の小・中学生が参加。那珂
川町の児童と一緒に、ヤマメを捕まえ塩焼きにした
り、木工製作をしたりと、自然の中で思いっきり楽
しい時間を過ごしました。

　７月25日、筑紫地区で「測量・調査・設計業」を
営む会員が集う筑紫地区建設コンサルタンツ協会
が、須玖保育所に物置を寄贈しました。同協会は、
毎年、ボランティアの一環として市の施設などに福
祉備品を寄贈しています。保育所は、物置にペット
ボトルのふたなどの、リサイクルするものなどを入
れる予定です。園児たちは、お礼に手話を交えた歌

「ありがとうの花」を元気いっぱいに歌いました。

　福岡都市圏で使用する水道水の約3分の1は、筑
後川に依存しています。
　そこで、福岡都市圏17の市町は、毎年「水キャ
ンペーン」を行っています。
　8月1日、西鉄春日原駅とＪＲ春日駅で、市長をは
じめとする市職員らと、春日那珂川水道企業団の
職員が啓発物品を配布しながら、水の大切さや、
節水を呼び掛けました。

　７月末に名古屋市で開かれた同大会に、ロボカッ
プジュニアのサッカー部門の日本代表として、落

おちいし
石

晃
こ う た ろ う

太朗さん（春日南中３年）と山
やまもと

本経
けいこう

昊さん（福岡
市）、北

きたじま
島雅

まさひろ
大さん（福岡市）が出場しました。

　出発前に「3人の力を世界で発揮して、色々な国
の代表選手と意見交換や、技術交流をしたい」と
語ったチーム「インフィニティ」。大会では日頃の研
究成果を大いに発揮しました。

▲捕み取りしたヤマメをガブリ

▲筑紫地区建設コンサルタンツ協会の皆さん、市長
と須玖保育所年長の皆さん

▲春日原駅前で街頭啓発をする市長

▲壮行会でデモンストレーションするインフィニティ
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最優秀作品

を明るくする運動社会

　社会を明るくする運動と聞いて、まったくイメージが
わかず、最初何をしたらいいのか、何をすべきなのか
分かりませんでした。しかし、私たちが何気なくしてい
た行動が社会を明るくするための第一歩なのだと気づき
ました。
　私が通っている春日中学校では、多くの生徒が、ク
リーン作戦という清掃活動や夏祭り、もちつきなどの地
域行事に参加しています。私も実際に、クリーン作戦
に参加したことがあります。はじめは、「学校で取りくん
でいることだから。」と何の目的も持たずに軽い気持ち
で参加していました。しかし参加してみて考えが変わり
ました。清掃が終わり、私が清掃した公園はみちがえ
るほどにきれいになりました。そして、参加していた地
域の方々から、「中学生のみなさんがたくさん参加して
くれてうれしい。」と言っていただいたのです。私はとて
も嬉しい気持ちになりました。参加して良かったと思いま
した。今では、たくさんの生徒が参加しているクリーン
作戦や地域行事ですが、少し前までは参加人数が少な
く、自分自身もあまり積極的に参加する方ではありませ
んでした。だから、今回のクリーン作戦でも、地域や
地域の方 と々の関わりが少なかった私には、知らないこ
とがたくさんあって少しショックをうけました。
　参加して感じたことは、地域の方々への感謝と、地
域の温かみでした。私たちが地域行事へ参加する以前
からも地域のために様 な々ことをして下さっていたことを
知り、普段、普通に過ごしてきた日常も当たり前のこと
ではなく、たくさんの方々の支えや協力があってなりたっ
ているものだと改めて思いました。

　私は、地域の清掃活動や地域行事への参加は、社
会を明るくする運動への第一歩なのだと感じています。
地域の清掃活動や地域行事への参加が社会を明るく
する運動となぜ関係があるのかと不思議に思うかもしれ
ません。しかし、地域の方 と々の関係を深めることで、
地域を敬う気持ちや、地域を愛する気持ちが芽生え、
そういう温かい心が増えることで、社会が明るくなって
いくのではないかと思います。また、地域のためにもっ
と色んなことをしたいという意欲的な人が増えると、そ
の一人一人の可能性や将来への選択肢も広がっていく
と思います。地域との関わりあいは、社会に貢献する
だけでなく、自分自身の将来の可能性も広げると言える
と思います。
　社会を明るくする運動とは、と聞かれて、難しいこと
だと考えがちだと思います。私も最初はどんなことだろ
うと迷っていました。確かに簡単にできることではない
かもしれません。でも、私たちができる範囲のことで、
社会を明るくする運動への第一歩となるものはたくさん
あると思います。私は、最初にクリーン作戦に参加して
からなるべく多くの行事に参加するようにしています。そ
して、活動を通して、温かい心だけでなくやりがいや達
成感も味わうことができました。
　社会を明るくするために、自分のできることはまだま
だあると思います。ささいなことでも、その積み重ねに
よって、社会を明るくする運動へ発展していくと思いま
す。私は明るい社会を目指して、これからも地域行事
などへの参加やその継続を目標に積極的に頑張ってい
こうと思います。

春日中学校３年 石
い し

飛
と び

　愛
ま な み

美

「地域との関わりあい」

７月８日にふれあい文化センターで行った第67回「社会を明る
くする運動」推進大会の一環として、市内の３中学校から募集し
た作文の優秀作品（原文のまま）を、３回に渡って紹介します。
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情報ひろば春日市役所　☎584-1111㈹
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

☎電話番号　Fファックス番号　　メールアドレス ウェブサイトアドレス
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踏
ま
れ
て
も
立
ち

上
が
れ
！

参
加
費　

▽
講
演
会
：
無
料

▽
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
：
５
０
０
円

定
員　
２
０
０
人
程
度（
申
込
先
着

順
）

申
込
方
法　
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
Ｅ
メ
ー

ル
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

記
入
し
申
し
込
む

※
講
演
会
の
約
１
週
間
前
ま
で
に
、

案
内
は
が
き
を
郵
送
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
総
合
案

内　
鬼お
に
つ
か塚

・
川か

わ
づ津

☎（
５
８
４
）１
２
１
２

F（
５
８
４
）１
２
１
４

info@
cloverplaza.or.jp

ア
ビ
ス
パ
の
コ
ー
チ
が
や
っ
て
く
る

健
康
づ
く
り
地
域
交
流
フ
ェ
ス
タ

親
子
３
世
代
で
の
参
加
も
大
歓
迎

　
Ｊ
リ
ー
グ
ア
ビ
ス
パ
福
岡
の
コ
ー

チ
と
一
緒
に
、
小
学
生
か
ら
高
齢
者

ま
で
、
楽
し
く
参
加
で
き
る
ゲ
ー
ム

や
ボ
ー
ル
遊
び
を
行
い
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

　
家
族
や
地
域
の
人
た
ち
と
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
小
学
生
以
上

期
日　
10
月
１
日
㈰

時
間　

①
午
前
10
時
〜
正
午（
受
付
：
午
前

９
時
30
分
〜
）

②
午
後
１
時
〜
３
時（
受
付
：
午
後

０
時
30
分
〜
）

会
場　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
メ

イ
ン
ア
リ
ー
ナ

定
員　
各
50
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
運
動
の
で
き
る

服
装
、
室
内
履
き
、
飲
み
物
、
タ

オ
ル

申
込
方
法　
9
月
1
日
㈮
以
降
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏
名
、年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
　
健
康
ス

ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
担
当

☎（
５
７
１
）３
２
４
７

F（
５
７
１
）３
３
０
５

ぶ
ど
う
の
庭

石
窯
ク
ラ
ブ

防
災
食
と
石
窯
ピ
ザ
づ
く
り
体
験

対
象　
小
学
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
と
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

日
時　
９
月
18
日
㈪
・
㈷

　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所　
春
日
ま
ち
く
づ
り
支
援
セ
ン

タ
ー
・
ぶ
ど
う
の
庭

内
容

▽
ポ
リ
袋
と
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を
使

っ
た
非
常
食（
米
飯
、
カ
レ
ー
な

ど
） 

▽
段
ボ
ー
ル
オ
ー
ブ
ン
と
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
で
作
る
ピ
ザ 

▽
本
格
石
窯
ピ
ザ 

材
料
費　
中
学
生
以
上
１
０
０
０

円
、
小
学
生
５
０
０
円 

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
９
月
15
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　　
同
セ
ン

タ
ー

☎（
５
８
９
）３
３
８
８

F（
５
８
９
）３
３
９
９

info@
budounoniw

a.com

イ
ベ
ン
ト  Event
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情報ひろば春日市役所　☎584-1111㈹
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

☎電話番号　Fファックス番号　　メールアドレス ウェブサイトアドレス

　ブランドの高級バッグをインター
ネットで検索し、ある業者のサイト
を見つけた。他のサイトよりかな
り安かったので、得だと思い、注
文フォームに入力して注文した。
代金は前払いとのことだったので、
注文の２日後に指定の個人名義の
口座に入金した。入金後すぐに商
品を発送するとのことだったが、
数日しても商品が届かなかった。
業者にメールで問い合わせたとこ
ろ、具体的な期日をあげて「送る」
とのことだったので待っていたが、
その後一向に商品は届かなかった。

「注文をキャンセルし、代金を返
金してほしい」とメールを送ったが
返事がない。電話をかけようにも、
サイトにはメールアドレスしか載っ
ていない。

対処のポイント
　事例のように、サイトに電話番
号の記載がなく、メールアドレス
しか載っていない業者に代金を支
払ってしまっている場合、代金の取
り戻しは非常に困難です。
　通販サイト内に事業者の住所や
固定電話番号が無い場合は利用し
ないようにしましょう。また、正規
の価格より極端に安い、連絡先が
フリーメールアドレス、振込先口
座の名義が事業者名と違う場合も
利用しないようにしましょう。
　通販を利用する場合、原則クー
リング・オフはできません。イン
ターネットでの高額商品の購入は
注意しましょう。
　トラブルになった場合は、消費
生活センターに相談してください。

困ったときは消費生活センターへ
☎（584）1155（直通）
相談日　毎週月〜金曜日
時　間　午前10時〜午後0時15分
　　　　午後1時〜4時
場　所　春日市消費生活センター
　　　　（光町1ｰ73）
※相談は無料です。

インターネット通販トラブル
に注意！

ン
ト
ン
協
会　
梶か
じ

谷や

み
ゆ
き（
〒

８１６
－
０
８
６
４
須
玖
北
５
－
26
－

１
－
５
０
１
）

☎
０
８
０（
６
４
１
１
）３
７
３
８

kasuga.bado.2017@
gm

ail.
com

市
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
協
会

第
６
回
こ
す
も
す
交
流
大
会

チ
ー
ム
で
協
力
し
て
競
い
合
う

対
象　
市
に
居
住
ま
た
は
通
勤
し
て

い
る
18
歳
以
上
の
社
会
人（
学
生

不
可
）

日
程　
９
月
24
日
㈰

開
会
式　
午
前
９
時
30
分
〜（
受
付：

午
前
９
時（
予
定
））

※
駐
車
場
は
午
前
８
時
30
分
に
開
錠

し
ま
す
。　

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
サ

ブ
ア
リ
ー
ナ

種
目
・
定
員

▽
女
子
フ
リ
ー
の
部
：
10
チ
ー
ム（
申

込
先
着
順
）

▽
男
子
フ
リ
ー
の
部：８
チ
ー
ム（
申

込
先
着
順
）

参
加
費

▽
協
会
チ
ー
ム
：
２
０
０
０
円

▽
一
般
市
民
チ
ー
ム
：
２
５
０
０
円

申
込
方
法　
９
月
11
日
㈪（
必
着
）ま

で
に
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
メ
ン
バ
ー
を
伝

え
る

※
大
会
要
項
・
申
込
書
は
、
市
体
育

協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://ka 

suga-taikyo.com
/

）か
ら
入
手

で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
協
会
事
務
局
長　
中な
か
村む
ら

☎（
５
８
１
）４
１
７
１（
F
兼
用
）

ベ
テ
ラ
ン
コ
ー
チ
が
丁
寧
に
指
導

き
れ
い
に
泳
ぎ
た
い
人

お
と
な
の
水
泳
教
室

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
成
人

日
時　
10
月
17
日
㈫
、
24
日
㈫

　
午
後
０
時
30
分
〜
２
時

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温

水
プ
ー
ル

受
講
料　
２
日
間
で
８
６
０
円（
65

歳
以
上
は
４
２
０
円
）

初
心
者
も
歓
迎
し
ま
す

高
校
生
以
上
の
市
民
対
象

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
生
募
集

日
程　
10
月
２
日
㈪
〜
26
日
㈭（
全

８
回
）

時
間　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

定
員　
20
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
運
動
し
や
す
い

服
装
、
上
靴
、
ラ
ケ
ッ
ト　

受
講
料　
２
０
０
０
円（
別
途
ス
ポ

ー
ツ
傷
害
保
険
８
０
０
円
が
必

要
）

申
込
方
法　
９
月
８
日
㈮
〜
19
日
㈫

に
、は
が
き
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、

ラ
ケ
ッ
ト
の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
バ
ド
ミ

※
プ
ー
ル
使
用
料
を
含
み
ま
す
。

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
９
月
30
日
㈯
ま
で
に
、

　
電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト（http://kasugasuiei.
jim

do.com
/

）の
い
ず
れ
か
で

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電

話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
水
泳
連

盟　
大お
お
瀬せ

☎
０
８
０（
５
２
８
４
）３
１
６
４

F（
５
７
１
）０
０
９
０

ス
ポ
ー
ツ  Sports
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情報ひろば春日市役所　☎584-1111㈹
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

☎電話番号　Fファックス番号　　メールアドレス ウェブサイトアドレス

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

春
日
市
須
玖
北
５
ー
１
５
５

☎（
５
８
９
）３
３
８
８　
F（
５
８
９
）３
３
９
９

http://budounoniw
a.com

/

　
春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー・
ぶ
ど
う
の
庭
は
、志
を
持
っ
た
市
民
を
運
営
団
体
と
し

て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
の
た
め
の
活
動
な
ど
を

支
援
し
、春
日
の
ま
ち
づ
く
り
へ
と
つ
な
ぐ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

▽
ｉア
イ
パ
ッ
ド

Ｐａ
ｄ
＆ア
ン
ド
ｉア
イ
フ
ォ
ー
ン

Ｐ
ｈｏｎｅ
取
扱
い

入
門

▽
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室
ｂバ

イｙ
ピ
ッ
コ
ロ
ム

ジ
カ

▽
お
や
こ
ｄデｅ
わ
く
わ
く
リ
ト
ミ
ッ
ク

場
所　
春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン

タ
ー

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ

ー
※
駐
車
場
も
あ
り
ま
す
。

共
同
連
携
事
業
を

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
ぶ
ど
う
の
庭
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
講
座
や
活
動
の
は
じ
め
の
一
歩
を

応
援
し
ま
す
。

　
共
同
連
携
事
業
で
は
、
事
業
の
計

画
段
階
か
ら
ぶ
ど
う
の
庭
ス
タ
ッ
フ

が
相
談
対
応
し
、
講
座
の
内
容
や
受

講
者
募
集
方
法
な
ど
の
企
画
立
案
、

チ
ラ
シ
の
作
成
配
布
な
ど
の
広
報
活

動
、
申
込
者
の
電
話
対
応
、
当
日
の

受
付
、
会
計
事
務
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト

（
一
部
有
料
）を
行
い
、
初
め
て
で
も

講
座
開
設
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
し

て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
気

軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

本
年
度
連
携
事
業
を
利
用
し
て
い
る

講
座

▽
ご
近
助
力
ア
ッ
プ
講
座

▽
そ
ば
打
ち
教
室

▽
高
齢
者
の
た
め
の
キ
ー
ボ
ー
ド
教

室「
響ひ

び
き喜
」

▽
オ
カ
リ
ナ
教
室

▽
笑し

ょ
う
か歌
の
会（
童
謡
・
唱
歌
）

▽
デ
ジ
カ
メ
教
室

▲そば打ち教室の様子

ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ
ご
う

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス

先
輩
パ
パ
、
マ
マ
と
交
流

　
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
で
、
先
輩
パ

パ
、
マ
マ
と
の
交
流
会
を
行
い
ま

す
。
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
と
お
や
つ
を
用

意
し
て
皆
さ
ん
の
参
加
を
待
っ
て
い

ま
す
。

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
・
定
員　

①
市
に
居
住
す
る
妊
婦（
パ
ー
ト

ナ
ー
も
参
加
可
）：
20
人（
申
込
先

着
順
）

②
３
〜
６
カ
月
の
乳
児
と
母
親
ま
た

は
父
親
：
５
組
程
度（
申
込
先
着

順
）

日
時　
９
月
25
日
㈪

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
和
室

内
容　

▽
午
後
１
時
30
分
〜
：
保
健
師
に
よ

る
話｢

先
輩
パ
パ
、
マ
マ
と
の
交

流
会｣

▽
午
後
２
時
30
分
〜
：
テ
ィ
ー
タ
イ

ム
参
加
費　
１
０
０
円

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法　
９
月
１
日
㈮
〜
21
日
㈭

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
参
加

者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

①
は
出
産
予
定
日
、
②
は
子
ど
も

の
生
年
月
日
、
月
齢
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支

援
課
母
子
保
健
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
５

F（
５
０
１
）０
０
５
１

保
護
者
の
皆
さ
ん
大
歓
迎

読
書
講
演
会（
無
料
）

全
て
の
子
ど
も
た
ち
に
本
を

　
本
を
読
ん
で
も
ら
う
と
き
、
子
ど

も
の
脳
に
は
、
心
に
は
、
ど
ん
な
変

化
が
起
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

心
の
発
達
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
パ
タ
ー
ン
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

　
託
児（
１
人
５
０
０
円
、
要
申
込
）

も
あ
り
ま
す
。

日
時　
９
月
７
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分（
開
場
：

午
前
９
時
30
分
）

講
師　
内う
つ
み海
義よ
し
ひ
こ彦
さ
ん（
ｇジ

ェ

ム

ｅ
ｍ

　
ｓス

ト

ー

ン

ｔ
ｏ
ｎ
ｅ
発
達
・
能
力
開
発
研

究
所
代
表
、
認
定
心
理
士
、
日
本

子
ど
も
の
本
研
究
会
会
員
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
大

会
議
室

定
員　
１
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
図
書

館

☎（
５
８
４
）４
６
４
６

F（
５
８
４
）３
９
０
０

春
日
ふ
る
さ
と
学
級
公
開
講
座（
無
料
）

良
い
睡
眠
は
取
れ
て
い
ま
す
か

「
快
適
な
睡
眠
で
健
や
か
ラ
イ
フ
」

　
睡
眠
研
究
の
第
一
人
者
が
、
睡
眠

と
心
と
体
の
関
係
と
、
快
適
に
眠
る

コ
ツ
を
教
え
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。託
児（
６

カ
月
〜
３
歳
、
１
人
３
０
０
円
、
先

着
10
人
、
要
予
約
）も
あ
り
ま
す
。

※
託
児
は
、
９
月
25
日
㈪
の
午
後
５

時
ま
で
に
、
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
内
に
居
住

す
る
人
を
優
先
し
ま
す
。

日
時　
10
月
５
日
㈭

　
午
後
２
時
〜
４
時

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧

館
２
階
大
会
議
室

講
師　
内う
ち

村む
ら

直な
お

尚ひ
さ

さ
ん（
久
留
米
大

学
副
学
長
）

託
児
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
社
会

教
育
課
社
会
教
育
担
当

☎（
５
７
５
）４
１
２
１

F（
５
９
３
）７
３
８
０

子
育
て  Parenting

講
演
・
講
座  Lecture
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市
民
図
書
館
健
康
講
座（
無
料
）

こ
れ
っ
て
物
忘
れ
？ 

認
知
症
？

も
し
も
認
知
症
に
な
っ
た
ら

　
認
知
症
の
症
状
に
つ
い
て
分
か
り

や
す
く
伝
え
、
そ
の
症
状
か
ら
認
知

症
の
人
の
気
持
ち
を
体
験
し
て
も
ら

い
ま
す
。

　
当
日
は
、
講
座
に
関
連
す
る
本
の

紹
介
も
行
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時　
９
月
30
日
㈯

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分（
開
場
：

午
後
１
時
30
分
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新

館
２
階
中
研
修
室

講
師　
弘ひ
ろ　
顕あ
き

子こ

さ
ん（
福
岡
徳
洲

会
病
院
認
知
症
看
護
認
定
看
護

師
）

定
員　
50
人（
当
日
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先　
市
民
図
書
館

☎（
５
８
４
）４
６
４
６

F（
５
８
４
）３
９
０
０

応
急
処
置
を
身
に
付
け
ま
せ
ん
か

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
署

救
命
講
習
会（
無
料
）

　
人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）な
ど
を
身

に
付
け
る
上
級
救
命
講
習
の
講
習
会

で
す
。

※
筆
記
試
験
、
実
技
試
験
が
あ
り
ま

す
。

対
象　
春
日
市
、
大
野
城
市
、
那
珂

川
町
に
居
住
、
勤
務
す
る
中
学
生

以
上
の
人

日
時　
10
月
８
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
45　

分　
場
所　
春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消

防
本
部（
春
日
２
－
２
－
１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
開
催
日
の
３
日
前
ま
で

に
、
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

▽
同
消
防
署
本
署
救
急
係

　
☎（
５
８
４
）１
１
９
９

　
F（
５
８
４
）１
１
６
１

▽
同
消
防
署
西
出
張
所
救
急
係

　
☎（
９
５
２
）６
０
０
０

　
F（
９
５
２
）２
１
１
９

人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

県
人
権
啓
発
情
報
セ
ン
タ
ー

県
民
講
座
２
０
１
７

日
時　
９
月
16
日
㈯

　
午
後
１
時
10
分
〜
４
時
20
分

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
７
階
県

人
権
啓
発
情
報
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚

研
修
室（
原
町
３
－
１
－
７
）

時
間
・
演
題
・
講
師

▽
午
後
１
時
10
分
〜

　
地
域
で
共
に
生
き
て
い
こ
う
〜
ひ

と
り
を
見
過
ご
さ
ず
、
ひ
と
り
を

大
切
に
す
る
。
会
の
活
動
か
ら
〜

　
大お
お
し
ま島
律り
つ
こ子
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
筑

紫
野
市「
障
害
」児
・
者
問
題
を
考

え
る
会
代
表
）

▽
午
後
２
時
50
分
〜

　
だ
れ
も
が
、
か
け
が
え
の
な
い
人

生
を
送
っ
て
い
る
〜
自
分
自
身
と

お
互
い
を
尊
重
す
る
社
会
を
願
っ

て
〜

　
下し
も
や
ま山
い
わ
子
さ
ん（
福
岡
市
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
保
護
者
会
会
長
）

申
込
方
法　
９
月
９
日
㈯
ま
で
に
、講

　
座
案
内
裏
面
の
参
加
申
込
書
を
郵

送
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　
（http://w

w
w

.fukuokaken

　

-jinken.or.jp/

）、
直
接
窓
口
に

持
参
の
い
ず
れ
か
で
提
出
す
る

※
講
座
案
内
は
、
同
セ
ン
タ
ー
に
置

い
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ

ー
事
業
課

☎（
５
８
４
）１
２
７
１

F（
５
８
４
）１
２
７
３

初
心
者
や
親
子
歓
迎

の
ぼ
り
窯
体
験
広
場

や
き
も
の
作
り
教
室

　
作
っ
た
作
品
は
、
窯
で
焼
い
て
後

日
渡
し
ま
す
。

期
日　
10
月
14
日
㈯

時
間

▽
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

▽
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
の
ぼ
り
窯
体
験
広
場

材
料
費　
粘
土
５
０
０
ｇ
当
た
り
3

　
０
０
円

定
員　
各
15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
9
月
14
日
㈭
〜
10
月
13

日
㈮
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

直
接
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
窓
口

の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
希
望
時
間
を
伝

え
る

※
申
し
込
み
は
、
参
加
者
本
人
か
、

そ
の
家
族
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
保
護
者

同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
奴
国
の
丘

歴
史
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

知
識
と
技
術
を
学
べ
ま
す

食
品
衛
生
責
任
者
養
成
講
習
会

受
講
者
募
集

　
県
食
品
衛
生
法
施
行
条
例
で
は
、

食
品
関
係
の
営
業
施
設
ご
と
に
食
品

衛
生
責
任
者
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
講
習
会
終
了
後
に
、
修
了
書
を
交

付
し
ま
す
。

対
象　
食
品
関
係
営
業
者
、
受
講
を

希
望
す
る
人

※
栄
養
士
、
調
理
師
、
製
菓
衛
生
士

な
ど
の
資
格
を
持
つ
人
は
、
食
品

衛
生
責
任
者
と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

日
時　
９
月
７
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時（
受
付
：

午
前
９
時
30
分
〜
）

※
途
中
の
入
・
退
場
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
１
階
ク

ロ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル（
原
町
３
－
１

－
７
）

定
員　
２
８
０
人

受
講
料　
８
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

▽
筑
紫
食
品
衛
生
協
会

　
☎（
５
７
５
）５
０
５
６

　
F（
９
８
２
）８
３
１
９

▽
筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
保
健

衛
生
課

　
☎（
５
１
３
）５
５
８
２
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○
男
性
元
気
ア
ッ
プ

　
　
男
性
同
士
で
仲
間
づ
く
り
を
行

い
な
が
ら
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
体
力

づ
く
り
を
無
理
な
く
行
い
ま
す
。

　
対
象　
60
歳
以
上
の
男
性
市
民

　
日
程　
10
月
７
日
〜
12
月
16
日
の

毎
週
土
曜
日（
10
月
21
日
を
除

く
全
10
回
）

　
時
間　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分　
　

　
定
員　
30
人

利
用
料　
１
回
２
５
０
円

申
込
方
法　

９
月
１
日
㈮
〜
８
日　

㈮
に
、
電
話
か
直
接
い
き
い
き
ル

ー
ム
窓
口
で
住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
を
伝
え
る（
新
規
者
優

先
で
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
い
き
い
き

ル
ー
ム（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

☎（
５
０
１
）１
１
６
２（
F
兼
用
）

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
開
催

　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
開
催
教
室
よ
り

も
、
や
や
運
動
強
度
の
強
い
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

○
カ
ラ
ダ
い
き
い
き
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　
　
ス
ト
レ
ッ
チ
や
簡
単
な
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　
対
象　
65
歳
以
上
の
市
民

　
日
程　
10
月
５
日
〜
12
月
14
日
の

毎
週
木
曜
日（
祝
日
を
除
く
全

10
回
）

　
時
間　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分　

家
庭
で
生
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト

親
子
で
の
参
加
も
大
歓
迎

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
講
習
会（
無
料
）

　
コ
ン
ポ
ス
ト
の
材
料
と
生
ご
み
を

混
ぜ
て
、
微
生
物
の
力
で
栄
養
た
っ

ぷ
り
の
堆
肥
を
作
る｢
ダ
ン
ボ
ー
ル

コ
ン
ポ
ス
ト｣

の
講
習
会
を
行
い
ま

す
。

日
時　
９
月
23
日
㈯
・
㈷

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧

館
１
階
学
習
室
１

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順)

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、
印

鑑（
用
具
購
入
費
補
助
希
望
者
の

み
）

申
込
方
法　
９
月
15
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
ご

み
減
量
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
５
７

F（
５
８
４
）１
１
４
７

高
齢
者
対
象

介
護
予
防
に
役
立
つ

運
動
教
室

　
自
分
の
体
力
に
合
っ
た
教
室
を
選

ん
で
、
楽
し
く
無
理
な
く
運
動
を
始

め
ま
せ
ん
か
。

　
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
が

対
象
で
す
。ま
た
、持
病
な
ど
に
よ
り
、

参
加
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
開
催

○
七な
な
ま
る〇
元
気
塾

　
い
す
に
座
っ
て
、
転
倒
予
防
の

た
め
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
脳

ト
レ
を
行
い
ま
す
。

　
対
象　
70
歳
以
上
の
市
民
で
、
膝

痛
や
体
力
・
筋
力
低
下
が
気
に

な
っ
た
り
、
歩
く
ス
ピ
ー
ド
が

遅
く
な
っ
た
り
し
て
き
た
と
感

じ
る
人

　
日
程　
10
月
４
日
〜
12
月
27
日
の

毎
週
水
曜
日（
全
13
回
）

　
時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時

　
定
員　
25
人

○
古
希
元
気
塾

　
　
い
す
に
座
っ
て
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
や
バ
ラ
ン
ス
運
動
を
行
い
ま

す
。
運
動
が
苦
手
な
人
や
初
心
者

で
も
安
心
し
て
参
加
で
き
ま
す
。

　
対
象　
70
歳
以
上
の
市
民
で
、
階

段
の
上
り
下
り
が
困
難
に
な
っ

て
き
た
人

　
日
程　
10
月
５
日
〜
12
月
21
日
の

毎
週
木
曜
日（
祝
日
を
除
く
全

11
回
）

　
時
間　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分　

　
定
員　
25
人

○
足
腰
元
気

　
　

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
運
動
器
症
候
群
）を
予
防
す
る
た

め
に
、
足
腰
を
中
心
と
し
た
筋
力

の
維
持
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
対
象　
60
歳
以
上
の
市
民
で
、
筋

力
の
低
下
を
感
じ
る
人

　
日
程　
10
月
３
日
〜
12
月
26
日
の

毎
週
火
曜
日（
全
13
回
）

　
時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
定
員　
30
人

○
か
ら
だ
ニ
コ
ニ
コ
体
操

　
　
運
動
を
始
め
た
い
人
に
お
勧
め

の
教
室
。
ボ
ー
ル
や
お
手
玉
な
ど

の
用
具
を
利
用
し
、
筋
力
の
向
上

や
関
節
痛
予
防
の
姿
勢
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

　
対
象　
70
歳
以
上
の
市
民

　
日
程　
10
月
２
日
〜
12
月
25
日
の

毎
週
月
曜
日（
祝
日
を
除
く
全

12
回
）

　
時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

　
定
員　
50
人

○
い
き
い
き
リ
ズ
ム
体
操

　
　
体
力
向
上
の
た
め
の
リ
ズ
ム
体

操
や
、
腰
痛
予
防
の
た
め
の
骨
盤

体
操
な
ど
を
楽
し
く
行
い
ま
す
。

　
対
象　
70
歳
以
上
の
市
民

　
日
程　
10
月
４
日
〜
12
月
27
日
の

毎
週
水
曜
日（
全
13
回
）

　
時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

　
定
員　
50
人

健
康  Health

　
定
員　
40
人

○
男
性
筋
力
ア
ッ
プ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　
　
関
節
の
負
担
を
減
ら
し
、
体
型

を
整
え
る
た
め
、
ダ
ン
ベ
ル
な
ど

を
用
い
た
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
い
ま
す
。

　
対
象　
65
歳
以
上
の
男
性
市
民

　
日
時　
10
月
６
日
〜
12
月
22
日
の

毎
週
金
曜
日（
祝
日
、
12
月
１

日
を
除
く
全
10
回
）

　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
定
員　
20
人

利
用
料　
１
回
２
５
０
円

申
込
方
法　
９
月
１
日
㈮
〜
８
日
㈮

に
、
電
話
か
直
接
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
窓
口
で
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る（
申

込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
総
合
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
体
育
館
）

☎（
５
７
１
）３
２
３
４

F（
５
８
５
）１
６
３
４

環
境  Environm

ent
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イ
ン
ト
か
ら
、
給
付
管
理
業
務
と
介

護
給
付
明
細
書（
レ
セ
プ
ト
）の
作
成

手
順
ま
で
を
学
習
し
、
事
務
員
に
必

要
な
介
護
報
酬
の
算
定
や
請
求
が
で

き
る
技
術
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

　

託
児（
１
歳
以
上
の
未
就
学
児
、

要
予
約
）が
あ
り
ま
す
。

対
象　
一
人
親
家
庭
の
母
、
父
、
寡

婦
で
、
資
格
を
活
か
し
て
就
職
や

転
職
を
希
望
し
て
い
る
人

※
講
習
会
の
全
日
程
に
出
席
し
、
課

題
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
お
よ
び
終
了

後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

期
間　
10
月
３
日
㈫
〜
31
日
㈫
の

火
・
金
曜
日（
10
日
㈫
を
除
く
８

日
間
）

時
間　
午
前
９
時
〜
正
午

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
学
習
室

（
原
町
３
－
１
－
７
）

受
講
料　
無
料（
申
請
料
・
テ
キ
ス

ト
代
の
一
部
と
し
て
５
０
０
０
円

の
自
己
負
担
あ
り)

定
員　
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
は

書
類
選
考
、
申
込
少
数
の
場
合
は

中
止
の
可
能
性
あ
り
）

申
込
方
法　
９
月
14
日
㈭（
必
着
）ま

　

で
に
、
市
こ
ど
も
未
来
課
、
県

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
社
会
福

祉
課
、
ま
た
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://fukuoka-kenboren.
jp/

）か
ら
入
手
し
た
申
込
書
を

平
成

　29
年
度
自
衛
官
採
用
試
験

一
般
曹
候
補
生
・
自
衛
官
候
補
生
・

航
空
学
生

募
集
内
容

▽
一
般
曹
候
補
生

　
資
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人　

　
試
験
日
時　
９
月
16
日
㈯　

　
　
午
前

▽
自
衛
官
候
補
生

　
資
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人　

　
試
験
日
時　
９
月
16
日
㈯　

　
　
午
後　

▽
航
空
学
生（
パ
イ
ロ
ッ
ト
）

　
資
格　
高
卒（
見
込
み
含
む
）

　
▽
航
空
：
21
歳
未
満
の
人

　
▽
海
上
：
23
歳
未
満
の
人

　
試
験
期
日　
９
月
18
日
㈪
・
㈷

申
込
・
受
付
期
限　
９
月
８
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　
自
衛
隊
福
岡
地
方

協
力
本
部
福
岡
地
区
隊
春
日
分
駐

所
☎（
５
９
１
）７
４
５
０（
F
兼
用
）

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

一
人
親
家
庭
対
象

介
護
事
務
講
習
会

　
介
護
保
険
制
度
の
仕
組
み
や
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
な
ど
の
基
本
ポ

学
、
専
門
学
校
を
含
む
）な
ど
へ

の
進
学
を
希
望
す
る
人

募
集
人
員　
40
人
程
度

給
付
額　
年
額
50
万
円（
返
済
義
務

な
し
）

※
大
学
在
学
中
に
、
他
の
給
付
型
奨

学
金
と
の
併
給
を
受
け
る
こ
と
は

で
ま
せ
ん
。

選
考
方
法　
書
類
審
査（
面
接
を
行

う
場
合
あ
り
）

申
込
期
限　
10
月
31
日
㈫（
必
着
）　

※
申
込
方
法
や
併
給
制
限
な
ど
、

詳
し
く
は
同
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト（http://yo
keikai.cos 

m
ospc.co.jp/

）
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
余
慶
会

☎（
５
１
７
）５
６
６
８

就
職
希
望
の
障
が
い
の
あ
る
人

参
加
し
ま
せ
ん
か

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会（
無
料
）

　
企
業
の
人
事
担
当
者
が
直
接
面
談

を
行
い
ま
す
。

　
当
日
は
履
歴
書
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

日
時　
９
月
20
日
㈬

　
午
後
０
時
30
分
〜
４
時

場
所　
福
岡
国
際
会
議
場（
福
岡
市

博
多
区
石
城
町
２
－
１
）

問
い
合
わ
せ
先　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福

岡
南

☎（
５
１
３
）８
６
０
９

F（
５
１
３
）８
６
０
６

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

一
人
親
家
庭
の
た
め
の

弁
護
士
法
律
相
談（
無
料
）

　
一
人
親
家
庭
の
福
祉
を
守
り
自
立

を
支
援
す
る
観
点
か
ら
、
子
ど
も
の

養
育
費
な
ど
の
生
活
上
の
問
題
に
関

し
て
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

▽
昼
間
の
相
談

　
９
月
６
日
㈬
、
10
月
４
日
㈬

　
午
後
１
時
〜
３
時

▽
夜
間
の
相
談

　
９
月
13
日
㈬
、
27
日
㈬
、

　
10
月
11
日
㈬
、
25
日
㈬

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

※
相
談
時
間
は
約
30
分
で
す
。

場
所　
同
セ
ン
タ
ー（
原
町
３
－
１

－
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

定
員　
１
日
４
人（
申
込
先
着
順
）

※
希
望
者
は
、
相
談
日
前
日
ま
で
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。　

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　
ひ
と
り
親

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎（
５
８
４
）３
９
３
１

F（
５
８
４
）３
９
２
３

http
://w

w
w

.fukuo
ka-

kenb
o

ren.jp
/sup

p
o

rt_
legal.htm

l

郵
便
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン

タ
ー（
〒
８
１
６
－
０
８
０
４ 

原

町
３
－
１
－
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ
受
け
箱
11
号
）

☎（
５
８
４
）３
９
３
１

F（
５
８
４
）３
９
２
３

一
人
親
家
庭
な
ど
の
生
徒
対
象

公
益
財
団
法
人
余よ

け
い
か
い

慶
会

第
３
回
奨
学
生
募
集

対
象　
次
の
全
て
の
条
件
に
該
当
す

る
こ
と

▽
県
内
の
高
等
学
校
に
在
籍
し
、
平

成
30
年
３
月
卒
業
予
定
の
生
徒

▽
一
人
親
家
庭（
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
家
庭
）、
里
親
家

庭
の
生
徒
ま
た
は
児
童
養
護
施
設

な
ど
に
入
居
し
て
い
る
生
徒
で
、

学
習
意
欲
が
高
く
大
学（
短
期
大

試
験  Test

福
祉  W

elfare
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リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
に
き
ま
せ
ん
か

在
宅
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

バ
ス
ハ
イ
ク
参
加
者
募
集

　
市
介
護
を
考
え
る
家
族
の
会「
ひ

だ
ま
り
の
会
」は
、
介
護
の
悩
み
を

語
り
合
っ
た
り
、
日
頃
の
介
護
の
疲

れ
を
癒
や
し
た
り
す
る
場
と
し
て
、

バ
ス
ハ
イ
ク
を
行
い
ま
す
。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
介
護
者

日
時　
９
月
21
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

集
合
場
所　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
昇
町
３
－
１
０
１
）

行
き
先　
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
ベ
ジ

フ
ル
ス
タ
ジ
ア
ム（
福
岡
市
東
区

み
な
と
香
椎
３
－
１
－
１
新
青
果

市
場
）の
見
学

※
食
事
は
照
葉
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト（
福

岡
市
東
区
香
椎
照
葉
５
－
２
－

15
）内
で
取
り
ま
す
。

参
加
費　

無
料
（
別
途
、
食
事
代

２
５
０
０
円
を
現
地
で
支
払
う
）

定
員　
27
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
９
月
14
日
㈭
ま
で
に
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
ひ
だ
ま
り

の
会　
服は
っ
と
り部

☎（
５
８
２
）５
７
９
８（
F
兼
用
）

青
少
年
育
成

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
仲
良
く
な
ろ
う

活
動
見
学
・
体
験
会

　
一
緒
に
元
気
に
楽
し
く
活
動
で
き

る
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
楽
し
く
遊
べ
る
野
外
活
動
を
準
備

し
て
い
る
の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

※
体
験
会
は
、
保
護
者
も
一
緒
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
野
外
活
動
・
運
動
の
で
き
る
服
装

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

▽
ビ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト
：
幼
稚
園
・

保
育
園
年
長
〜
小
学
２
年
生

▽
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
：
小
学
３
〜
５
年

生　
▽
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
：
小
学
６
年
生

〜
中
学
３
年
生

▽
成
人
指
導
者
：
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

に
興
味
の
あ
る
人

日
時　
９
月
３
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
正
午（
受
付
：
午
前

９
時
30
分
〜
）

場
所　
白
水
大
池
公
園
管
理
棟
前
広

場　
※
少
雨
の
と
き
は
管
理
棟
横
で
行
い

ま
す
。

定
員　
20
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先　
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
春
日
第
一
団
事
務
局　
石い
し
橋ば
し

☎（
５
７
３
）１
３
９
３（
F
兼
用
）

市
内
の
小
学
４
〜
６
年
生
対
象

弁
当
作
り
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か

子
ど
も
の
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

　
秋
の
材
料
を
使
っ
た
弁
当
を
作
り

ま
す
。

　
１
人
ま
た
は
２
人
ペ
ア
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

日
程

▽
１
次
審
査（
書
類
審
査
）：
10
月
最

終
週

▽
本
選
審
査　
12
月
3
日
㈰

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
調
理
室

（
本
選
の
み
）

参
加
費　
材
料
費
５
０
０
円（
本
選

の
み
）

申
込
方
法　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
、
各

小
学
校
に
設
置
し
て
い
る
応
募
用

紙
に
レ
シ
ピ
な
ど
を
記
入
し
て
、

９
月
８
日
㈮
〜
10
月
６
日
㈮
に
、

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
の
申
込
箱
に
投

函
す
る
か
、
郵
送
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
実
行
委

員
会　
松ま
つ

島し
ま（
〒
８１６
－
０
８
６
２ 

弥
生
１
－
82
－
１
０
３
）　

☎（
５
０
１
）５
４
８
９（
F
兼
用
）　

☎
０
９
０（
２
０
８
０
）６
４
４
２

資
格
取
得
を
応
援
し
ま
す

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
福
岡
ー
や
よ
い

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト「
夢
を
生
き
る
賞
」

　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
は
、
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
支

援
が
必
要
な
女
性
に
、
経
済
的
援
助

を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
女
性

▽
家
族
に
対
し
て
主
な
経
済
的
扶
養

責
任
を
負
っ
て
い
る
女
性

▽
職
業・技
能
訓
練
校
、
専
門
学
校
、

短
期
大
学
、大
学
の
学
部
課
程（
大

学
院
を
除
く
）に
在
籍
中
、
ま
た

は
入
学
許
可
済
み
の（
通
信
教
育

課
程
も
可
）女
性

賞
金

▽
ク
ラ
ブ
賞（
１
人
）：
12
万
円

▽
南
リ
ジ
ョ
ン
賞（
ク
ラ
ブ
賞
受
賞

者
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
20
人
）：

１
人
20
万
円

▽
ア
メ
リ
カ
連
盟
賞（
リ
ジ
ョ
ン
賞

受
賞
者
20
人
の
中
か
ら
）　

　
・
１
位（
１
人
）：
５
０
０
０
ド
ル　

　
・
２
位（
９
人
）：
３
０
０
０
ド
ル　

応
募
期
限　
10
月
15
日
㈰

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
国
際
ソ
ロ

プ
チ
ミ
ス
ト
福
岡
ー
や
よ
い

☎（
５
８
５
）７
８
０
０（
F
兼
用
）

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い

高
齢
者
や
障
が
い
者
対
象

人
権
問
題
電
話
無
料
相
談

　
９
月
４
日
㈪
〜
10
日
㈰
は
、
全
国

一
斉「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ

ん
し
ん
相
談
」強
化
週
間
で
す
。

　
生
活
上
の
心
配
ご
と
、
家
庭
内
や

近
隣
で
の
ト
ラ
ブ
ル
、
嫌
が
ら
せ
や

虐
待
な
ど
、
人
権
擁
護
委
員
と
法
務

局
職
員
が
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　

▽
９
月
４
日
㈪
〜
８
日
㈮

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

▽
９
月
９
日
㈯
、
10
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

相
談
電
話　

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

問
い
合
わ
せ
先

　
福
岡
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎（
７
３
９
）４
１
５
１

相
談  Consultation

募
集  Recruitm

ent
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市民図書館から 市民図書館（大谷6-24）　☎（584）4646 F（584）3900
　 http://www.library.city.kasuga.fukuoka.jp
開館時間　㈫～㈭・㈰：午前10時～午後6時
　　　　　　　㈮・㈯：午前10時～午後8時

図書館を
もっと身近に
暮らしのなかに

　宇宙。そのあまりに壮大なスケールは、私たちの想像を超越し
てしまいます。では「地球がもし100cmの球だったら」と仮定してみ
るのがこの本。太陽は12km先にあり、太陽系の惑星は日本列島
にすっぽり。飲み水は地球上でスプーン1杯ほどだそう。少しは宇
宙を身近に感じることができたでしょうか。入門書にぴったりな１冊。

　ある夏の日、墜落したUFOから出てきたのはアミという小さな
宇宙人だった。明るくユーモラスで、時にはちょっぴりいたずらっ
子のアミ。壮大な宇宙旅行の間、アミは言います。「基本は愛。
それが宇宙の基本法なんだ」と。難しいことは考えず、身近な愛に
ついて考えること。それが宇宙の真理なのかもしれません。

　宇宙は何でできているの？ ブラックホールって何？ スペースシャ
トルのメカニズムは？ そんな宇宙の謎を解説します。なんといって
もおすすめなのが、本書のイラストと美しい色使い。文章が難しい
人は解説を読まなくても大丈夫。イラストを見ているだけでも壮大
な宇宙の旅を楽しむことができますよ。

『人類は宇宙の果てを見られるか？』
サイモン・ロジャース／著　主婦と生活社　J/440/ジ【棚14】

『アミ　小さな宇宙人』
エンリケ・バリオス／著　石

いし
原
はら
彰
しょうじ
二／訳　徳間書店　YA/963/バリ【書庫】

図書館にない本も
読めます
　市民図書館にない本は、他
の図書館から取り寄せて読む
ことができます。しらべもの
カウンターに相談してくださ
い。県内にない場合は、県外
の図書館から取り寄せること
もできます。

CD・DVDも
予約できます
　本はもちろん、CDやDVD
なども、貸出中のものは予約
をしておけば、返却され次第
連絡をします。図書館窓口に
予約カードを出すか、ウェブ
サイト、図書館内の検索機か
らも予約できます。連絡方法
は電話かメールを選べます。
メールアドレスの登録はウェ
ブサイトからどうぞ。

〜広い宇宙へ旅に出よう〜

『地球がもし100cmの球だったら』
永
なが
井
い
智
とも
哉
や
／文　木

き の
野鳥

とり
乎
こ
／絵　世界文化社　YA/450/ナ【棚21】

　今から２５年前の９月１２日。それは、宇宙飛行士の毛
も う り

利　衛
まもる

さんが日本人として初めて
スペースシャトルで宇宙へ飛び立った日です。それにちなんで、９月１２日は宇宙の日と
命名されました。市では白水大池公園にある星の館で、天体観測をすることができます。
さあ、みんなで壮大な宇宙へ旅にでましょう。

法
テ
ラ
ス
福
岡

弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談

　
一
定
の
収
入
を
超
え
な
い
人
を
対

象
と
す
る
た
め
、
予
約
の
際
に
収
入

な
ど
を
尋
ね
ま
す
。

日
時　
９
月
21
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所　
福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局（
筑

紫
野
市
二
日
市
中
央
５
－
14
－

７
）

定
員　
６
人（
申
込
先
着
順
）

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
以
内
で

す
。

申
込
方
法　
平
日
の
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
に
、
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
法
テ
ラ
ス

福
岡

☎
０
５
０（
３
３
８
３
）５
５
０
２

協
力
し
て
く
だ
さ
い

総
務
省
統
計
局

平
成

　29
年
就
業
構
造
基
本
調
査

　
日
本
の
就
業
・
不
就
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
10
月
１
日
㈰

現
在
で
就
業
構
造
基
本
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、
雇
用
政
策
、
経

済
政
策
な
ど
の
企
画
・
立
案
の
た
め

の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま

す
。

対
象　
調
査
予
定
地
区
か
ら
無
作
為

に
選
ば
れ
た
世
帯

※
調
査
対
象
の
世
帯
に
は
、
９
月
下

旬
に
調
査
員
が
調
査
書
類
を
配
布

し
ま
す
。

※
調
査
票
の
記
入
内
容
は
、
統
計
作

成
の
目
的
以
外
に
使
用
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
予
定
地
区　
春
日
公
園
３・
４

丁
目
、
若
葉
台
東
５
丁
目
、
若
葉

台
西
４・
５
丁
目
、
春
日
原
東
町

１
丁
目
、平
田
台
４
丁
目
、紅
葉
ヶ

丘
東
７
丁
目
、
紅
葉
ヶ
丘
西
３
・

４
丁
目
、
岡
本
１
丁
目
、
桜
ヶ
丘

６
丁
目
、
大
土
居
２
丁
目
、
白
水

池
１
丁
目
、
昇
町
５
丁
目
、
須
玖

北
９
丁
目
、
白
水
ヶ
丘
６
丁
目
、

下
白
水
南
６
丁
目
、
下
白
水
北
６

丁
目
、
大
谷
３
丁
目

問
い
合
わ
せ
先　

▽
平
成
29
年
就
業
構
造
基
本
調
査

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０（
０
７
）１
９
３
７

▽
地
域
づ
く
り
課
商
工
農
政
担
当

　
☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

　
F（
５
８
４
）１
１
５
３

そ
の
他  etc
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　児童センターは、18歳未満であれば誰でも利用できます（未就学児は保護者同伴）。室内遊具
や運動遊具の貸し出しがあり、行事がないときでも、いろいろな遊具で遊べます。また、たまには
育児から解放されてリフレッシュしたいという保護者を対象とした、託児付きの行事もあります。

あそぼ～
開館時間

午前10時～午後5時児童センター

９月の
行事予定表

▶︎ の行事は、幼児も参加可（保護者同伴）　▶︎表中の金額は参加費など　▶︎ は申し込みが必要（9月1日
㈮午後5時以降に申し込み。受付／午後6時まで。電話可・小学生以上は原則として本人申し込み）

▶︎申し込みは1人1行事まで　▶︎天候により、中止または変更の場合あり（事前に要問い合わせ）

大土居 1-38
☎（581）5614　 F（581）5616毛勝児童センター

6日（水） みんなＤＥあそぼ　午後4時～4時20分

9日（土）
おまたせ！トランポリン　午前11時～正午

おはなし広場　午後2時～2時30分

13日（水） みんなＤＥあそぼ　午後4時～4時20分

16日（土）
みんなで工作（お花のフォトフレーム）
午前10時15分～正午、10人、100円、

17日（日） 親子であそぼう　午後3時～3時20分

20日（水） みんなＤＥあそぼ　午後4時～4時20分

21日（木）
ママの“ホッ”とタイム（ミニチョコクロワッサンを作りましょ☆）
午前10時15分～11時30分、10人、100円、
※託児は14日（木）までに要申込（1人500円）

24日（日）トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

27日（水） みんなＤＥあそぼ　午後4時～4時20分

30日（土）
楽しいクッキング（フレンチトーストdeカフェ風ランチ）
午前10時15分～正午、12人、150円、

須玖南2-120
☎（573）2431　 F（584）7739須玖児童センター

1日（金）にこちゃん広場　午前11時40分〜正午
2日（土）道場やぶり（秋のストラックアウトゲーム）　午後2時～3時

  3日（日）トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

5日（火）
こんにちは!!ニコヨチ児童センター(0～3歳児向け)
午前10時30分～正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

9日（土）幼児タイム（親子で体操）　午前10時15分～11時
10日（日）運動あそび（リレーあそび）　午後2時～3時

16日（土）
作ってあそぼう（めがねケースを贈ろう）
午後2時～3時、12人、

17日（日）
幼児タイム（親子で体操）　午前10時30分～11時
トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

24日（日）
かんたんクッキング（お月見パフェ）
午前10時30分～正午、12人、150円、

27日（水）にこちゃん広場　午前10時30分～11時
29日（金）おはなしだいすき　午前11時～11時30分
30日（土）けかつ広場（プラバンづくり）　午後2時～3時

子育て広場
未就学児と
保護者対象。
友達づくり、
子育て情報など
の交換の場。

ヨチヨチ広場
（0〜1歳児向け）

▶須玖：6日㈬、7日㈭
▶光町：12日㈫、13日㈬、20日㈬、21日㈭

▶毛勝：1日㈮、14日㈭
▶白水：6日㈬、8日㈮、21日㈭、22日㈮

午前11時〜
11時40分

親子サロン
（1〜3歳児向け）

▶須玖：22日㈮
▶光町：14日㈭

▶毛勝：28日㈭
▶白水：20日㈬ 午前10時30分〜

（1時間程度）ニコニコくらぶ
（2歳以上）

▶須玖：13日㈬、14日㈭、27日㈬、28日㈭
▶光町：6日㈬、7日㈭、28日㈭、29日㈮

▶毛勝：12日㈫、13日㈬、21日㈭、22日㈮
▶白水：14日㈭、15日㈮、28日㈭、29日㈮

今月の休館日

4日㈪、11日㈪、
18日（月・祝）、19日㈫、
23日（土・祝）、25日㈪

3日（日） わんぱく広場（バドミントン大会）　午後2時～3時

  5日（火） こんにちは!!ニコヨチ児童センター（0～3歳児向け）
午前10時30分～正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

10日（日）
わんぱく広場（ 風船バレー大会）　午後2時～3時
トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

17日（日）
作ってわくわく（ガラス玉でストラップ作り）　
午後2時～3時、20人、50円、

21日（木） ぴよちゃん広場　午前11時40分～正午
22日（金） ぴよちゃん広場　午前11時40分～正午

24日（日）
わくわくクッキング（イロイロポップコーン）　
午前10時15分～正午、12人、100円、

トワイライゾーン　午後5時～6時、中学生以上
27日（水） おはなしな～に？　午前11時～11時30分
30日（土） 道場やぶり（職員と巨大風船バレー対決）　午後2時～3時 

天神山1-213
☎（593）2777　 F（593）2801白水児童センター光町2ｰ180ｰ4

☎（501）7014　 F（501）7033光町児童センター
2日（土）トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

  3日（日）ワイワイ広場（職員と対決）　午後2時～3時

5日（火）こんにちは!!ニコヨチ児童センター（0～3歳児向け）
午前10時30分～正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

9日（土）遊びの出前！児童センター
午前10時30分～11時30分、場所：春日野小ときめきホール

10日（日）ワイワイ広場（ミニピンポン大会）　午後2時～3時
15日（金）おひさま広場　午前11時～11時30分

16日（土）かんたんクッキング（キーマカレー★ランチプレート）
午前10時15分～正午、10人、150円、

17日（日）ワイワイ幼児タイム　午前10時30分～11時
22日（金）楽しいおはなし会　午前11時～11時30分

24日（日）かんたん工作（バスボム＆石けんを作ろう）
午前10時15分～正午、14人、100円、

30日（土）トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上
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開館日時／毎週金～日曜日  午後2時～9時（9月15日までは午後9時30分まで）
申込・問い合わせ先／白水大池公園星の館
☎092-558-9099（開館日以外は星の館管理会社に転送されます） 
F092-558-9023       starpalace@skyblue.ocn.ne.jp

さ
ん
ぽ
み
ち

防
災
の
日

　
７
月
５
日
、
私
は
会
議
で
小

郡
市
役
所
に
い
ま
し
た
。
会

議
中
に
参
加
者
の
ス
マ
ホ
が
一

斉
に
鳴
り
始
め
、
一
瞬「
地
震

か
!?
」と
身
を
固
く
し
ま
し
た
▼

ス
マ
ホ
を
取
り
出
す
と
大
雨
と

の
情
報
。
そ
の
と
き
は
ま
だ
雨

も
降
っ
て
お
ら
ず
、
大
げ
さ
な

と
思
い
な
が
ら
も
、
そ
の
日
の

懇
親
会
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
、
職

場
に
戻
る
こ
と
に
▼
そ
の
後
、

朝
倉
市
、
日
田
市
は
大
き
な
災

害
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
天
気
予
報
の
精
度
が

上
が
り
、
事
前
に
情
報
を
得
る

手
段
も
増
え
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
で
も
災
害
は
起
こ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、

行
政
が
で
き
る
こ
と
は
何
な
の

か
を
、
改
め
て
考
え
て
い
ま
す

▼
９
月
１
日
は
防
災
の
日
。
皆

さ
ん
も
再
度
災
害
へ
の
備
え
と

心
構
え
を
▼
被
災
さ
れ
た
皆
さ

ま
へ
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。
市
か
ら
も
復
興
へ
向

け
、
職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

一
日
も
早
く
皆
さ
ま
の
生
活
が

落
ち
着
く
よ
う
、
力
に
な
れ
れ

ば
と
思
い
ま
す
。　
　
　

 　

○志

白水大池公園星の館では、毎週、季節の星座や天文
現象の観望会を行っています。参加は無料です。初心
者でも指導員がていねいに案内しますので、気軽に
来館してください。ボランティアも随時募集中です。

上記以外の天体観察も行えます。昼間は太陽などを観察できます。
なお、天候等の理由により内容が変更となる場合があります。

※ 9 月 15 日は午後 9 時 30 分閉館、16 日と17 日は午後 9 時閉館です。

　ホームページでは、毎月発行している「ほしぞら新聞」や、講座・工作教室など
のイベント情報を見ることができます。　http://www.hoshinoyakata.com

期　日 時　間 内　容
9月1日㈮～3日㈰　 午後7時30分

〜 9時30分
月をパシャリ

　8日㈮～10日㈰ 土星の環をみよう
　 15日㈮～17日㈰ ※ 二重星をみよう
　 22日㈮～24日㈰  午後7時～ 9時 星空は夏から秋へ
　29日㈮～10月1㈰ さよなら土星

誕生日お
おめでとう

11月生まれの
赤ちゃん募集（3歳まで）

写真の裏に赤ちゃんの氏名（ふりがな）、生年月日、住所、電話番号、市報かすが9月1日号の感想を書いて郵送するか、
Eメールで送ってください。10月2日（月）（当日消印有効）までの到着分から抽選で決定します。【送り先】市報かすが「お
誕生日おめでとう」係（〒816ｰ8501春日市役所） koho@city.kasuga.fukuoka.jp※写真は返却できません。

萩
は ぎ お

尾　悠
ゆうせい

世ちゃん
平成28年9月12日生

（ちくし台）

萩
は ぎ お

尾　紘
ひろまさ

匡ちゃん
平成28年9月12日生

（ちくし台）

山
やました

下　紗
さ な

奈ちゃん
平成28年9月21日生

（須玖北）

林
はやし

　穂
ほ な み

波ちゃん
平成28年9月29日生

（白水ヶ丘）

柿
かきはら

原　結
ゆ き

希ちゃん
平成28年9月14日生

（桜ヶ丘）

本
ほ ん だ

多　功
こ う や

夜ちゃん
平成27年9月9日生

（紅葉ヶ丘東）

坂
さかもと

元　葵
あおい

ちゃん
平成28年9月4日生

（岡本）

宮
みやかわ

川　直
な お か

花ちゃん
平成28年9月7日生

（大和町）

田
た し ろ

代　結
ゆ う し

士ちゃん
平成26年9月10日生

（白水池）

主な公共施設の連絡先
春日市役所‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（584）1111
いきいきプラザ（健康スポーツ課）‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（501）1134
いきいきプラザ（子育て支援課）‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（584）1010
いきいきプラザ（市民課西出張所）‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（501）1133
ふれあい文化センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（584）3366
市民図書館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（584）4646
男女共同参画・消費生活センター じょなさん‥‥‥ ☎︎（584）1201
奴国の丘歴史資料館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（501）1144
総合スポーツセンター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（571）3234
温水プール‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（915）3500
北スポーツセンター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（592）3600
春日警察署‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（580）0110
下白水交番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（501）1873
春日原交番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（581）0342
春日南交番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（596）0380
春日・大野城・那珂川消防署‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（584）1191
火事の問い合わせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎0180（999）888
春日那珂川水道企業団‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（571）7001
ハート館かすが‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（513）1766
教育支援センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（517）0396
福祉ぱれっと館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（575）2223
社会福祉協議会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（581）7225
春日市北地域包括支援センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（589）6227
春日市南地域包括支援センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（595）8188
ナギの木苑‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（595）0513
シルバー人材センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（596）1826
クリーン・エネ・パーク南部‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（589）8585

杉
すぎもと

本　琉
りゅうせい

成ちゃん
平成28年9月4日生

（原町）

『星空は夏から秋へ』
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〈広告欄〉 広告に関するお問い合わせ先　㈱ホープ　☎ 092（716）1404
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課
広

報
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聴
担
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584）1111㈹
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092（
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city.kasuga.fukuoka.jp

市
の

花
 

ユ
リ

この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。kasuga_bousai
春日市防災ツイッターやっています（情報発信のみ）

■春日市総合情報メール

市の人口 （平成29年7月末現在）

防犯・防災情報や子育て情報、健康情報など
11分野の行政情報を携帯電話などにメール
配信するサービスです。

●総人口
 113,016人（前月+54）
女58,229人（前月+12）
男54,787人（前月＋42）

●世帯数
48,133世帯（前月＋101）

●増　転　入 537人
　　　出　生 75人
　　　その他 8人

●減　転　出 496人
　　　死　亡 67人
　　　その他 3人

さ
あ
！
世
界
の
ラ
グ
ビ
ー
を
体
感
し
よ
う
！

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
流
ラ
グ
ビ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
８
月
６
日
、
同
ラ
グ
ビ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク（
教
室
）が
春
日
公

園
球
技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ラ
グ
ビ
ー
の
一
流
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
集
う
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
代
表
チ
ー
ム
の
選
手
た
ち
が
、
春
日
市
や

太
宰
府
市
、
福
岡
市
の
ラ
グ
ビ
ー

チ
ー
ム
に
所
属
す
る
中
学
生
に
、

パ
ス
、
タ
ッ
ク
ル
な
ど
の
技
術

を
指
導
し
ま
し
た
。

　

春
日
リ
ト
ル
ラ
ガ
ー
ズ
キ
ャ

プ
テ
ン
の
蓑み

の
だ田
倖こ
う
せ
い生
さ
ん（
春
日

西
中
２
年
）は「
一
流
の
選
手
が

基
本
を
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
今
日
学
ん

だ
こ
と
を
今
後
の
練
習
に
生
か

し
て
い
き
た
い
で
す
」と
述
べ
ま

し
た
。

　

２
０
１
９
年
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
で
の
再
会
が
楽
し
み
で
す
。
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